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この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。
時が近づいているからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨハネの黙示録1章3節
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

￥550（税込）

オメガプロジェクト2021
～神のマスタープラン・プロジェクト継続推進～

米国教会とビル＆栄子・スティーブンス夫妻の
米国講演活動の祝福を覚えて。
　7月11日から第１回セミナーがカンザス州トピカの教会で開催
されました。これから終末論を毎週日曜日の大人のサンデースクール
で語られます。語る者と聴く者が、神のみことばによって一つにされ、
主の栄光と臨在の現れ、米国全土に主の祝福と恵みが流れますよう
引き続きお祈りください。

小冊子
『聖書のことばは
その通りになる』
　栄子・スティーブンス著｠

好評発売中！　

TEL＆FAX：06-6777-2117　e-mail：info@omega.or.jp
件名「夏のプレゼント」。本文にお届け先ご住所、お名前、お電話番号の記入をお願いいたします♪

オメガセミナー in USA
アメリカ・カンザス州トピカの教会で終末論セミナーがスタートしました！

夏のスペシャルプレゼント
ベー・チェチョル/ ザ・シンガーII 愛のうた 【CD】を
先着20名様（配信メール10名様、郵送受け取り10名様）にプレゼントいたします！

アメリカの講演活動の様子
終末論を語る栄子・スティーブンス師

（左）栄子・スティーブンス師／（右）聖書朗読をするご主人ビル師

リバティメモリアルの上から
カンザスシティを望む（トピカ）

日本コロムビア
2018年07月18日発売

　￥3,055(税込)

果物、花、ハーブ、スパイス、発酵物、シロップを使ったスパークリングウォーター飲料（イスラエル）

(C) Israel 21C Photograph by Dan Perez
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前号で、第四の封印まで学びをいたしました。
今月は、第五と第六の封印、終末の伝道師たちについて共に学びましょう。
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Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.14

未来の預言

られます。大患難時代には暗闇が5回
に渡って起こります。

① ヨエル書2章31節では、「主の大い
なる恐るべき日が来る前に、太陽は
やみとなり、月は血に変わる」と書
かれており、大患難時代が始まる前
にこれが起こります。

② 今、学んでいる黙示録6章12節で、
大患難時代の初めの4分の1の所で
起こります。

③ 黙示録9章2節で、大患難時代の中
間に起こります。

④ 黙示録16章10節で、大患難時代の
4分の3の所で起こります。

⑤ マタイの福音書24章29節で、ご再
臨の直前に起こります。

「太陽は毛の荒布のように黒くなり、月
の全面が血のようになった」（黙6:12）
と言うのは、太陽は日食で、月が月食

第六の封印
黙示録6章12節から14節、「私は見

た。小羊が第六の封印を解いたとき、
大きな地震が起こった。そして、太陽
は毛の荒布のように黒くなり、月の全
面が血のようになった。そして天の星
が地上に落ちた。それは、いちじくが、
大風に揺られて、青い実を振り落とす
ようであった。天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり、すべての山
や島がその場所から移された」

第六の封印が解かれると、「大きな地
震が起こった」のです。この第六の封印
の災難が、封印最後の災難です。第七
の封印は、いよいよ巻物の中身を見る
ことができる封印です。この最後の封
印では、想像を絶する災難が大患難時
代の終わりまで続くのです。「太陽は毛
の荒布のように黒くなり」とは、大地震
が起こり、かつ暗闇に覆われると考え

「印を押された人々の数を聞くと、イ
スラエルの子孫のあらゆる部族の者が
印を押されていて、十四万四千人で
あった」（7:4）と書かれています。大患
難時代に、特別な主のしもべとなって
働きをする、イスラエルのあらゆる部
族が選ばれています。この聖書の箇所
を見ると「十部族は失われたのではない
のか」と思って、おかしいと思う方もい
るかもしれません。確かに、イスラエ
ルの12部族で失われている部族もいま
すが、全部ではありません。

BC922年ごろに、イスラエル王国は、
北イスラエルと南ユダに分裂しました。
南ユダは、ユダ族、ベニヤミン族、シ

黙示録7章4節から8節、「それから
私が、印を押された人々の数を聞くと、
イスラエルの子孫のあらゆる部族の者
が印を押されていて、十四万四千人で
あった。ユダの部族で印を押された者
が一万二千人、ルベンの部族で一万二
千人、ガドの部族で一万二千人、アセ
ルの部族で一万二千人、ナフタリの部
族で一万二千人、マナセの部族で一万
二千人、シメオンの部族で一万二千人、
レビの部族で一万二千人、イッサカル
の部族で一万二千人、ゼブルンの部族
で一万二千人、ヨセフの部族で一万二
千人、ベニヤミンの部族で一万二千人、
印を押された者がいた」

終末の伝道師たち
黙 示 録7章1節 か ら3節、「こ の 後、

私は見た。四人の御使いが地の四隅に
立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた。また私は見た。
もうひとりの御使いが、生ける神の印
を持って、日の出るほうから上って来
た。彼は、地をも海をもそこなう権威
を与えられた四人の御使いたちに、大
声で叫んで言った。『私たちが神のしも
べたちの額に印を押してしまうまで、
地にも海にも木にも害を与えてはいけ
ない』」

「私は見た。四人の御使いが地の四隅
に立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた」（7:1）。ここで、
地の四隅と地の四方ということばが出
てきています。これは、これから起こ
る事が全世界に起こる事を表していま
す。全世界に向けて吹こうとしている
風を吹きつけないように、4人の御使い
が押さえています。
「もうひとりの御使いが、生ける神の
印を持って、日の出るほうから上って
来た」（7:2）と書かれています。日の出
るほうは東です。聖書で東を指してい
るのは、中東から見ての東です。東の
果ての日本のことを指しているのでは
なく、メソポタミアやインドの方角を
指しています。この東から来る御使い
が、生ける神の印を持っています。「私
たちが神のしもべたちの額に印を押し
てしまうまで、地にも海にも木にも害
を与えてはいけない」と「選ばれた神の
しもべに印を押してしまうまで、激し
い風を吹きつける大患難を始めてはい
けません」と言っていると考えられます。

封印の学びをして、第六の封印で7
年の大患難の4分の1が終わりました。
そしてこの時点で挿入されるべき事柄
があります。それは、「大患難時代に特
別な働きをする神様のしもべが選ばれ
ている」ということなのです。

にある状況ですが、これらが同時に起
こる事は自然界ではあり得ません。「そ
して天の星が地上に落ちた。それは、
いちじくが、大風に揺られて、青い実を
振り落とすようであった」（6:13）と言
うのは、

いんせき

隕石のような物が落ちてくる
のだと考えられます。

ヨハネが黙示録を書いたAD95年ご
ろの時代に、多くのミサイルが飛来す
る幻をヨハネが見たのなら、このよう
な表現を記すほかなかっただろうと思
います。これはまだ、「赤い馬」（6:4）
として現れた世界大戦が、この時も続
いているのではないかと考えさせられ
ます。そして、「天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり」（6:14）と言
う記述は、恐らく広島に原爆が投下さ
れた時のキノコ雲のように、空が、巻
物が巻かれていくように消えて行った
ような現象を表していたのかも知れま
せん。

また、かつて全世界で、「すべての山
や島がその場所から移された」（6:14）
というような考えられない激しい大地
震が起こったことは、これまで見聞き
したことがありません。しかし、この
箇所では「すべての山や島」と言ってい
ますから、全地で起こるのでしょう。
ここで語られている光景ほどに、全地
を揺るがす恐ろしい地震は聞いたこと
がありません。また、驚くことに、人々
はこれらが神罰であることを知ってい
る様子なのです。

第五の封印
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）6章
9節から11節をお読みします。「小羊が
第五の封印を解いたとき、私は、神の
ことばと、自分たちが立てたあかしと
のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な
る、真実な主よ。いつまでさ
ばきを行わず、地に住む者
に私たちの血の復讐をなさ
らないのですか。』すると、
彼らのひとりひとりに白い
衣が与えられた。そして彼
らは、『あなたがたと同じ
しもべ、また兄弟たちで、
あなたがたと同じように殺
されるはずの人々の数が満ち
るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国
の様子が現れます。
「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の
たましいが祭壇の下にいるのを見た」

（黙6:9）とヨハネは言っています。大患
難時代には、世界統一を実現させる組
織が起こります。それらは宗教、経済、

ちの血の復讐をなさらないのですか」
（黙6:10）と、主の大いなる裁きの日が、
すでに訪れているのに、まだ終わらな
いのですか、と殉教者たちが主に訴え
ています。

黙示録17章6節では、異端宗教の象
徴である大淫婦の大バビロンが出て

きますが、「私（ヨハネ）はこの
女（大淫婦）が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に
酔っているのを見た」と書か
れています。これは、かつ
てないほどの殉教者が出る
大患難時代を表わしていま
す。20世紀に出た殉教者
の数は、19世紀までに出
た全殉教者の数よりも多い

と言われています。「あなた
がたと同じしもべ、また兄弟

たちで、あなたがたと同じよう
に殺されるはずの人々が満ちるま

で」（黙6:11）というのは、まだまだ
救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7章9節では、「だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた」とヨハネが
言うほどに、多くの人々が救われて殉
教し、主の御座の前に立っています。

―その6

政治の三つを統一させるものであると
考えられます。そしてこの世界統一に
反対する者や神様を信じる者たちは、
世界平和を妨げる反逆者であると見な
され、殺されていきます。

一方、天の祭壇の下には多くの殉教
者たちの祈りが届いています。「いつま
でさばきを行わず、地に住む者に私た

メオン族、そしてレビ族が加わりまし
た。その他の部族は北イスラエルに付
きました。しかし、神殿がユダ族側に
ありましたから、多くの北イスラエル
がユダ側に付きました（Ⅱ歴代15:9、
30:18)。

初代教会で大活躍したパウロはベニ
ヤミン族であったと、ローマ人への手
紙11章1節で記されています。そして、
神殿があった南ユダに、北イスラエル
の人々が引っ越ししてきています。皆
様ご存知のリーバイスのジーパンは、
レビ族の人々によってつくられています。

しかし、失われている部族もあって、
近年、インドでマナセ族が見付かり、
DNA鑑定でユダヤ人との血のつながり
があることが判明して、イスラエルに
移民してきています。

ユダヤ人と呼ばれている人々の中に
は、自分が何族か知らない人が多くい
ますが、知っている人もいるのです。
私は18年間イスラエルに住んでいまし
たが、多くの部族の人々と出会いまし
た。未来の出来事である黙示録7章に、
各部族の名が記されていることからも、
12部族が失われていないことが分かり
ます。

イスラエルの12部族の中から、パウ
ロのように力強い伝道師となる人々が、
世界の四隅である全世界で選ばれます。

大声で叫んで言った。『救いは、御座に
ある私たちの神にあり、小羊にある。』
御使いたちはみな、御座と長老たちと
四つの生き物との回りに立っていたが、
彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、
言った。『アーメン。賛美と栄光と知恵
と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私
たちの神にあるように。アーメン』」

「その後、私は見た」（7:9）の「その後」
と言うのは、イスラエルの12部族から
14万4千人に印が押された後のことを
語っています。「あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから」（7:9）とは、イ
スラエルの民ではなく異邦人のことで
す。この伝道師たちの働きによって救
われた人々です。

創世記12章3節で、アブラハムを通
して、「地上のすべての民族は、あなた
によって祝福される」と言われたみこと
ばの成就が最後まで続きます。「数えき
れぬほどの大ぜいの群衆」（7:9）は、大
勢の救われた異邦人のことです。彼ら
は、「白い衣を着、しゅろの枝を手に
持って、御座と小羊との前に立ってい
た」（7:9）のです。大患難時代では、イ
エス・キリストを信じる者のほとんど
が殺されます。皆、殉教して主の前に
立っています。この時代には、聖書や、
聖書に関する本を読んでいるだけでも
殺されるでしょう。これは、イスラム
諸国では既に始まっていることです。

黙示録13章7節に、「彼はまた聖徒
たちに戦いをいどんで打ち勝つことが
許され、また、あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられ
た」と書かれています。ここで語られて
いる聖徒は、教会の聖徒ではなく、イ
スラエルの民と大患難時代に救われて
いる聖徒たちです。これは反キリスト
が世界中の人々を支配し、その上、聖
書の神様を信じる者たちに打ち勝つこ
とが預言されています。信者は反キリ
ストとその配下にいる者に勝てず、殉
教します。7章10節で、「彼らは、大声
で叫んで言った。『救いは、御座にある
私たちの神にあり、小羊にある』」と殉
教者たちが主をほめたたえています。
そして、「御使いたちはみな、御座と長
老たちと四つの生き物との回りに立っ
ていた」（7:11）とあり、天にいる多く
の者たちも殉教者たちと共に主をほめ
たたえています。

黙示録7章13節から17節、「長老の
ひとりが私に話しかけて、『白い衣を着
ているこの人たちは、いったいだれです
か。どこから来たのですか』と言った。
そこで、私は、『主よ。あなたこそ、ご
存じです』と言った。すると、彼は私に
こう言った。『彼らは、大きな患難から
抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の
血で洗って、白くしたのです。だから彼
らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜
も、神に仕えているのです。そして、御
座に着いておられる方も、彼らの上に幕
屋を張られるのです。彼らはもはや、飢
えることもなく、渇くこともなく、太陽
もどんな炎熱も彼らを打つことはありま
せん。なぜなら、御座の正面におられる
小羊が、彼らの牧者となり、いのちの水
の泉に導いてくださるからです。また、
神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取っ
てくださるのです』」

天国にいるヨハネに、長老の一人が、
「白い衣を着ているこの人たちは、いっ
たいだれですか。どこから来たのです
か」（7:13）と言っています。長老は、

「彼らは、大きな患難から抜け出て来た
者たちで、その衣を小羊の血で洗って、
白くしたのです」（7:14）と答えていま
す。大患難時代から抜け出るのには、
殉教するしかない様子です。

黙示録14章13節でこう言われてい
ます。「また私は、天からこう言ってい
る声を聞いた。『書きしるせ。「今から
後、主にあって死ぬ死者は幸いであ
る。」』御霊も言われる。『しかり。彼ら
はその労苦から解き放されて休むこと
ができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

世界統一強制支配と、反キリストの
独裁の手から逃れる方法は、死以外に
はないという苦しみの時代です。この
苦しみから解放されたのは、神様が彼
らに勇気を与え、殉教の恐怖を取り除
いて従うことができる力を与えてくだ
さるからでしょう。

黙示録7章15節で、「だから彼らは
神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです」と、絶えない喜
びに満たされています。「彼らはもはや、
飢えることもなく、渇くこともなく、
太陽もどんな炎熱も彼らを打つことは
ありません」（7:16）。大患難時代は、食
物と水の

ききん

飢饉、太陽の炎熱による苦し
みなどが、封印、ラッパ、そして鉢の
災難で起こります。徐々に過酷になる
これらのことから解放されたのです。

「御座の正面におられる小羊が、彼らの
牧者となり、いのちの水の泉に導いて
くださるからです」（7:17）

ヨハネの福音書4章14節で、「しか
し、わたしが与える水を飲む者はだれ
でも、決して渇くことがありません。
わたしが与える水は、その人のうちで
泉となり、永遠のいのちへの水がわき
出ます」とイエス様がおっしゃったみこ
とばの実現です。「神は彼らの目の涙を
すっかりぬぐい取ってくださるのです」

（黙7:17）という、最高の平安と喜びの
世界です。皆様と教会の上に大いなる
祝福がありますよう心からお祈りして
います。

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

栄子・スティーブンス

栄子・スティーブンスProfile

黙示録6章15節から17節、「地上の
王、高 官、千 人 隊 長、金 持 ち、勇 者、
あらゆる奴隷と自由人が、ほら穴と山
の岩間に隠れ、山や岩に向かってこう
言った。『私たちの上に倒れかかって、
御座にある方の御顔と小羊の怒りとか
ら、私たちをかくまってくれ。御怒り
の大いなる日が来たのだ。だれがそれ
に耐えられよう』」

「地上の王、高官、千人隊長、金持ち、
勇者、あらゆる奴隷と自由人」（6:15）
これは、すべての人々を指しています。
彼らは皆、山や岩に向かって、自分た
ちを「かくまってくれ」と懇願している
のです。かくまってほしい理由は、「御
座にある方の御顔と小羊の怒り」が始
まっているからです。

「御怒りの大いなる日が来たのだ」
（6:17）と、聖書の神様の大いなる日で
ある大患難時代が来たのだ、と彼らは
言っていますが、悔い改める姿はあり
ません。なぜ、聖書の神様を信じてい
ない人々が、「神様の大いなる日が来
た」ということを知っているのでしょう
か。それは、人々は聖書を学ぶことが
嫌いですが、預言のことを学ぶのが大
好きだからです。聖書に語られている
預言が次々と成就しているので、信者
ではない人たちも、聖書の預言を調べ
始めるのです。そのために、黙示録は
預言の成就の一つ一つに番号を付けて
いるのだと思われます。悔い改めない
人々がたくさんいますが、その中の数
えきれない人々が悔い改めて、天国に
到着しています。

この人々は旧約聖書が土台で、メシア・
イエスの啓示をパウロのように受ける
人々です。パウロの時代には、新約聖
書はありませんでした。しかし、天か
らの啓示によってイエス・キリストの
奥義をしっかりと握り締め、新約聖書
のほとんどを書いたのがパウロです。

この14万4千人のイスラエル人は、
あらゆる国に住んでいて、それぞれの
国の言葉を語ることができる人々で、
その国のしきたりも知っている人々で
す。この人々はパウロのように力強く
伝道し、全世界にリバイバルをもたら
します。例えば、日本には長年住み付
いているユダヤ人が千人ほどいます。
その中から日本のために伝道する人々
が選ばれます。彼らは日本語も日本人
の性格もしきたりもよく知っていて、
日本人に一番適した伝道をします。宣
教師が、まずは宣教地でその国の言葉
としきたりを覚えなければならないと
いう時間が不要になるのです。この
人々は、旧約聖書が土台で、イエス・
キリストの啓示を神様から授かり、全
世界にリバイバルをもたらします。

黙示録7章9節から12節、「その後、
私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから、だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた。彼らは、

のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な

るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国

「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の

徴である大淫婦の大バビロンが出て
きますが、「私（ヨハネ）はこの

女（大淫婦）が、聖徒たちの血

がたと同じしもべ、また兄弟
たちで、あなたがたと同じよう

に殺されるはずの人々が満ちるま
で」（黙6:11

救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣イスラエル12部族のシンボルと

いばらの冠
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前号で、第四の封印まで学びをいたしました。
今月は、第五と第六の封印、終末の伝道師たちについて共に学びましょう。

02

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.14

未来の預言

られます。大患難時代には暗闇が5回
に渡って起こります。

① ヨエル書2章31節では、「主の大い
なる恐るべき日が来る前に、太陽は
やみとなり、月は血に変わる」と書
かれており、大患難時代が始まる前
にこれが起こります。

② 今、学んでいる黙示録6章12節で、
大患難時代の初めの4分の1の所で
起こります。

③ 黙示録9章2節で、大患難時代の中
間に起こります。

④ 黙示録16章10節で、大患難時代の
4分の3の所で起こります。

⑤ マタイの福音書24章29節で、ご再
臨の直前に起こります。

「太陽は毛の荒布のように黒くなり、月
の全面が血のようになった」（黙6:12）
と言うのは、太陽は日食で、月が月食

第六の封印
黙示録6章12節から14節、「私は見

た。小羊が第六の封印を解いたとき、
大きな地震が起こった。そして、太陽
は毛の荒布のように黒くなり、月の全
面が血のようになった。そして天の星
が地上に落ちた。それは、いちじくが、
大風に揺られて、青い実を振り落とす
ようであった。天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり、すべての山
や島がその場所から移された」

第六の封印が解かれると、「大きな地
震が起こった」のです。この第六の封印
の災難が、封印最後の災難です。第七
の封印は、いよいよ巻物の中身を見る
ことができる封印です。この最後の封
印では、想像を絶する災難が大患難時
代の終わりまで続くのです。「太陽は毛
の荒布のように黒くなり」とは、大地震
が起こり、かつ暗闇に覆われると考え

「印を押された人々の数を聞くと、イ
スラエルの子孫のあらゆる部族の者が
印を押されていて、十四万四千人で
あった」（7:4）と書かれています。大患
難時代に、特別な主のしもべとなって
働きをする、イスラエルのあらゆる部
族が選ばれています。この聖書の箇所
を見ると「十部族は失われたのではない
のか」と思って、おかしいと思う方もい
るかもしれません。確かに、イスラエ
ルの12部族で失われている部族もいま
すが、全部ではありません。

BC922年ごろに、イスラエル王国は、
北イスラエルと南ユダに分裂しました。
南ユダは、ユダ族、ベニヤミン族、シ

黙示録7章4節から8節、「それから
私が、印を押された人々の数を聞くと、
イスラエルの子孫のあらゆる部族の者
が印を押されていて、十四万四千人で
あった。ユダの部族で印を押された者
が一万二千人、ルベンの部族で一万二
千人、ガドの部族で一万二千人、アセ
ルの部族で一万二千人、ナフタリの部
族で一万二千人、マナセの部族で一万
二千人、シメオンの部族で一万二千人、
レビの部族で一万二千人、イッサカル
の部族で一万二千人、ゼブルンの部族
で一万二千人、ヨセフの部族で一万二
千人、ベニヤミンの部族で一万二千人、
印を押された者がいた」

終末の伝道師たち
黙 示 録7章1節 か ら3節、「こ の 後、

私は見た。四人の御使いが地の四隅に
立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた。また私は見た。
もうひとりの御使いが、生ける神の印
を持って、日の出るほうから上って来
た。彼は、地をも海をもそこなう権威
を与えられた四人の御使いたちに、大
声で叫んで言った。『私たちが神のしも
べたちの額に印を押してしまうまで、
地にも海にも木にも害を与えてはいけ
ない』」

「私は見た。四人の御使いが地の四隅
に立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた」（7:1）。ここで、
地の四隅と地の四方ということばが出
てきています。これは、これから起こ
る事が全世界に起こる事を表していま
す。全世界に向けて吹こうとしている
風を吹きつけないように、4人の御使い
が押さえています。
「もうひとりの御使いが、生ける神の
印を持って、日の出るほうから上って
来た」（7:2）と書かれています。日の出
るほうは東です。聖書で東を指してい
るのは、中東から見ての東です。東の
果ての日本のことを指しているのでは
なく、メソポタミアやインドの方角を
指しています。この東から来る御使い
が、生ける神の印を持っています。「私
たちが神のしもべたちの額に印を押し
てしまうまで、地にも海にも木にも害
を与えてはいけない」と「選ばれた神の
しもべに印を押してしまうまで、激し
い風を吹きつける大患難を始めてはい
けません」と言っていると考えられます。

封印の学びをして、第六の封印で7
年の大患難の4分の1が終わりました。
そしてこの時点で挿入されるべき事柄
があります。それは、「大患難時代に特
別な働きをする神様のしもべが選ばれ
ている」ということなのです。

にある状況ですが、これらが同時に起
こる事は自然界ではあり得ません。「そ
して天の星が地上に落ちた。それは、
いちじくが、大風に揺られて、青い実を
振り落とすようであった」（6:13）と言
うのは、

いんせき

隕石のような物が落ちてくる
のだと考えられます。

ヨハネが黙示録を書いたAD95年ご
ろの時代に、多くのミサイルが飛来す
る幻をヨハネが見たのなら、このよう
な表現を記すほかなかっただろうと思
います。これはまだ、「赤い馬」（6:4）
として現れた世界大戦が、この時も続
いているのではないかと考えさせられ
ます。そして、「天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり」（6:14）と言
う記述は、恐らく広島に原爆が投下さ
れた時のキノコ雲のように、空が、巻
物が巻かれていくように消えて行った
ような現象を表していたのかも知れま
せん。

また、かつて全世界で、「すべての山
や島がその場所から移された」（6:14）
というような考えられない激しい大地
震が起こったことは、これまで見聞き
したことがありません。しかし、この
箇所では「すべての山や島」と言ってい
ますから、全地で起こるのでしょう。
ここで語られている光景ほどに、全地
を揺るがす恐ろしい地震は聞いたこと
がありません。また、驚くことに、人々
はこれらが神罰であることを知ってい
る様子なのです。

第五の封印
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）6章
9節から11節をお読みします。「小羊が
第五の封印を解いたとき、私は、神の
ことばと、自分たちが立てたあかしと
のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な
る、真実な主よ。いつまでさ
ばきを行わず、地に住む者
に私たちの血の復讐をなさ
らないのですか。』すると、
彼らのひとりひとりに白い
衣が与えられた。そして彼
らは、『あなたがたと同じ
しもべ、また兄弟たちで、
あなたがたと同じように殺
されるはずの人々の数が満ち
るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国
の様子が現れます。
「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の
たましいが祭壇の下にいるのを見た」

（黙6:9）とヨハネは言っています。大患
難時代には、世界統一を実現させる組
織が起こります。それらは宗教、経済、

ちの血の復讐をなさらないのですか」
（黙6:10）と、主の大いなる裁きの日が、
すでに訪れているのに、まだ終わらな
いのですか、と殉教者たちが主に訴え
ています。

黙示録17章6節では、異端宗教の象
徴である大淫婦の大バビロンが出て

きますが、「私（ヨハネ）はこの
女（大淫婦）が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に
酔っているのを見た」と書か
れています。これは、かつ
てないほどの殉教者が出る
大患難時代を表わしていま
す。20世紀に出た殉教者
の数は、19世紀までに出
た全殉教者の数よりも多い

と言われています。「あなた
がたと同じしもべ、また兄弟

たちで、あなたがたと同じよう
に殺されるはずの人々が満ちるま

で」（黙6:11）というのは、まだまだ
救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7章9節では、「だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた」とヨハネが
言うほどに、多くの人々が救われて殉
教し、主の御座の前に立っています。

―その6

政治の三つを統一させるものであると
考えられます。そしてこの世界統一に
反対する者や神様を信じる者たちは、
世界平和を妨げる反逆者であると見な
され、殺されていきます。

一方、天の祭壇の下には多くの殉教
者たちの祈りが届いています。「いつま
でさばきを行わず、地に住む者に私た

メオン族、そしてレビ族が加わりまし
た。その他の部族は北イスラエルに付
きました。しかし、神殿がユダ族側に
ありましたから、多くの北イスラエル
がユダ側に付きました（Ⅱ歴代15:9、
30:18)。

初代教会で大活躍したパウロはベニ
ヤミン族であったと、ローマ人への手
紙11章1節で記されています。そして、
神殿があった南ユダに、北イスラエル
の人々が引っ越ししてきています。皆
様ご存知のリーバイスのジーパンは、
レビ族の人々によってつくられています。

しかし、失われている部族もあって、
近年、インドでマナセ族が見付かり、
DNA鑑定でユダヤ人との血のつながり
があることが判明して、イスラエルに
移民してきています。

ユダヤ人と呼ばれている人々の中に
は、自分が何族か知らない人が多くい
ますが、知っている人もいるのです。
私は18年間イスラエルに住んでいまし
たが、多くの部族の人々と出会いまし
た。未来の出来事である黙示録7章に、
各部族の名が記されていることからも、
12部族が失われていないことが分かり
ます。

イスラエルの12部族の中から、パウ
ロのように力強い伝道師となる人々が、
世界の四隅である全世界で選ばれます。

大声で叫んで言った。『救いは、御座に
ある私たちの神にあり、小羊にある。』
御使いたちはみな、御座と長老たちと
四つの生き物との回りに立っていたが、
彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、
言った。『アーメン。賛美と栄光と知恵
と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私
たちの神にあるように。アーメン』」

「その後、私は見た」（7:9）の「その後」
と言うのは、イスラエルの12部族から
14万4千人に印が押された後のことを
語っています。「あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから」（7:9）とは、イ
スラエルの民ではなく異邦人のことで
す。この伝道師たちの働きによって救
われた人々です。

創世記12章3節で、アブラハムを通
して、「地上のすべての民族は、あなた
によって祝福される」と言われたみこと
ばの成就が最後まで続きます。「数えき
れぬほどの大ぜいの群衆」（7:9）は、大
勢の救われた異邦人のことです。彼ら
は、「白い衣を着、しゅろの枝を手に
持って、御座と小羊との前に立ってい
た」（7:9）のです。大患難時代では、イ
エス・キリストを信じる者のほとんど
が殺されます。皆、殉教して主の前に
立っています。この時代には、聖書や、
聖書に関する本を読んでいるだけでも
殺されるでしょう。これは、イスラム
諸国では既に始まっていることです。

黙示録13章7節に、「彼はまた聖徒
たちに戦いをいどんで打ち勝つことが
許され、また、あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられ
た」と書かれています。ここで語られて
いる聖徒は、教会の聖徒ではなく、イ
スラエルの民と大患難時代に救われて
いる聖徒たちです。これは反キリスト
が世界中の人々を支配し、その上、聖
書の神様を信じる者たちに打ち勝つこ
とが預言されています。信者は反キリ
ストとその配下にいる者に勝てず、殉
教します。7章10節で、「彼らは、大声
で叫んで言った。『救いは、御座にある
私たちの神にあり、小羊にある』」と殉
教者たちが主をほめたたえています。
そして、「御使いたちはみな、御座と長
老たちと四つの生き物との回りに立っ
ていた」（7:11）とあり、天にいる多く
の者たちも殉教者たちと共に主をほめ
たたえています。

黙示録7章13節から17節、「長老の
ひとりが私に話しかけて、『白い衣を着
ているこの人たちは、いったいだれです
か。どこから来たのですか』と言った。
そこで、私は、『主よ。あなたこそ、ご
存じです』と言った。すると、彼は私に
こう言った。『彼らは、大きな患難から
抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の
血で洗って、白くしたのです。だから彼
らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜
も、神に仕えているのです。そして、御
座に着いておられる方も、彼らの上に幕
屋を張られるのです。彼らはもはや、飢
えることもなく、渇くこともなく、太陽
もどんな炎熱も彼らを打つことはありま
せん。なぜなら、御座の正面におられる
小羊が、彼らの牧者となり、いのちの水
の泉に導いてくださるからです。また、
神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取っ
てくださるのです』」

天国にいるヨハネに、長老の一人が、
「白い衣を着ているこの人たちは、いっ
たいだれですか。どこから来たのです
か」（7:13）と言っています。長老は、

「彼らは、大きな患難から抜け出て来た
者たちで、その衣を小羊の血で洗って、
白くしたのです」（7:14）と答えていま
す。大患難時代から抜け出るのには、
殉教するしかない様子です。

黙示録14章13節でこう言われてい
ます。「また私は、天からこう言ってい
る声を聞いた。『書きしるせ。「今から
後、主にあって死ぬ死者は幸いであ
る。」』御霊も言われる。『しかり。彼ら
はその労苦から解き放されて休むこと
ができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

世界統一強制支配と、反キリストの
独裁の手から逃れる方法は、死以外に
はないという苦しみの時代です。この
苦しみから解放されたのは、神様が彼
らに勇気を与え、殉教の恐怖を取り除
いて従うことができる力を与えてくだ
さるからでしょう。

黙示録7章15節で、「だから彼らは
神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです」と、絶えない喜
びに満たされています。「彼らはもはや、
飢えることもなく、渇くこともなく、
太陽もどんな炎熱も彼らを打つことは
ありません」（7:16）。大患難時代は、食
物と水の

ききん

飢饉、太陽の炎熱による苦し
みなどが、封印、ラッパ、そして鉢の
災難で起こります。徐々に過酷になる
これらのことから解放されたのです。

「御座の正面におられる小羊が、彼らの
牧者となり、いのちの水の泉に導いて
くださるからです」（7:17）

ヨハネの福音書4章14節で、「しか
し、わたしが与える水を飲む者はだれ
でも、決して渇くことがありません。
わたしが与える水は、その人のうちで
泉となり、永遠のいのちへの水がわき
出ます」とイエス様がおっしゃったみこ
とばの実現です。「神は彼らの目の涙を
すっかりぬぐい取ってくださるのです」

（黙7:17）という、最高の平安と喜びの
世界です。皆様と教会の上に大いなる
祝福がありますよう心からお祈りして
います。

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

栄子・スティーブンス

栄子・スティーブンスProfile

黙示録6章15節から17節、「地上の
王、高 官、千 人 隊 長、金 持 ち、勇 者、
あらゆる奴隷と自由人が、ほら穴と山
の岩間に隠れ、山や岩に向かってこう
言った。『私たちの上に倒れかかって、
御座にある方の御顔と小羊の怒りとか
ら、私たちをかくまってくれ。御怒り
の大いなる日が来たのだ。だれがそれ
に耐えられよう』」

「地上の王、高官、千人隊長、金持ち、
勇者、あらゆる奴隷と自由人」（6:15）
これは、すべての人々を指しています。
彼らは皆、山や岩に向かって、自分た
ちを「かくまってくれ」と懇願している
のです。かくまってほしい理由は、「御
座にある方の御顔と小羊の怒り」が始
まっているからです。

「御怒りの大いなる日が来たのだ」
（6:17）と、聖書の神様の大いなる日で
ある大患難時代が来たのだ、と彼らは
言っていますが、悔い改める姿はあり
ません。なぜ、聖書の神様を信じてい
ない人々が、「神様の大いなる日が来
た」ということを知っているのでしょう
か。それは、人々は聖書を学ぶことが
嫌いですが、預言のことを学ぶのが大
好きだからです。聖書に語られている
預言が次々と成就しているので、信者
ではない人たちも、聖書の預言を調べ
始めるのです。そのために、黙示録は
預言の成就の一つ一つに番号を付けて
いるのだと思われます。悔い改めない
人々がたくさんいますが、その中の数
えきれない人々が悔い改めて、天国に
到着しています。

この人々は旧約聖書が土台で、メシア・
イエスの啓示をパウロのように受ける
人々です。パウロの時代には、新約聖
書はありませんでした。しかし、天か
らの啓示によってイエス・キリストの
奥義をしっかりと握り締め、新約聖書
のほとんどを書いたのがパウロです。

この14万4千人のイスラエル人は、
あらゆる国に住んでいて、それぞれの
国の言葉を語ることができる人々で、
その国のしきたりも知っている人々で
す。この人々はパウロのように力強く
伝道し、全世界にリバイバルをもたら
します。例えば、日本には長年住み付
いているユダヤ人が千人ほどいます。
その中から日本のために伝道する人々
が選ばれます。彼らは日本語も日本人
の性格もしきたりもよく知っていて、
日本人に一番適した伝道をします。宣
教師が、まずは宣教地でその国の言葉
としきたりを覚えなければならないと
いう時間が不要になるのです。この
人々は、旧約聖書が土台で、イエス・
キリストの啓示を神様から授かり、全
世界にリバイバルをもたらします。

黙示録7章9節から12節、「その後、
私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから、だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた。彼らは、

イスラエル12部族のシンボルと
いばらの冠
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られます。大患難時代には暗闇が5回
に渡って起こります。

① ヨエル書2章31節では、「主の大い
なる恐るべき日が来る前に、太陽は
やみとなり、月は血に変わる」と書
かれており、大患難時代が始まる前
にこれが起こります。

② 今、学んでいる黙示録6章12節で、
大患難時代の初めの4分の1の所で
起こります。

③ 黙示録9章2節で、大患難時代の中
間に起こります。

④ 黙示録16章10節で、大患難時代の
4分の3の所で起こります。

⑤ マタイの福音書24章29節で、ご再
臨の直前に起こります。

「太陽は毛の荒布のように黒くなり、月
の全面が血のようになった」（黙6:12）
と言うのは、太陽は日食で、月が月食

第六の封印
黙示録6章12節から14節、「私は見

た。小羊が第六の封印を解いたとき、
大きな地震が起こった。そして、太陽
は毛の荒布のように黒くなり、月の全
面が血のようになった。そして天の星
が地上に落ちた。それは、いちじくが、
大風に揺られて、青い実を振り落とす
ようであった。天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり、すべての山
や島がその場所から移された」

第六の封印が解かれると、「大きな地
震が起こった」のです。この第六の封印
の災難が、封印最後の災難です。第七
の封印は、いよいよ巻物の中身を見る
ことができる封印です。この最後の封
印では、想像を絶する災難が大患難時
代の終わりまで続くのです。「太陽は毛
の荒布のように黒くなり」とは、大地震
が起こり、かつ暗闇に覆われると考え

「印を押された人々の数を聞くと、イ
スラエルの子孫のあらゆる部族の者が
印を押されていて、十四万四千人で
あった」（7:4）と書かれています。大患
難時代に、特別な主のしもべとなって
働きをする、イスラエルのあらゆる部
族が選ばれています。この聖書の箇所
を見ると「十部族は失われたのではない
のか」と思って、おかしいと思う方もい
るかもしれません。確かに、イスラエ
ルの12部族で失われている部族もいま
すが、全部ではありません。

BC922年ごろに、イスラエル王国は、
北イスラエルと南ユダに分裂しました。
南ユダは、ユダ族、ベニヤミン族、シ

黙示録7章4節から8節、「それから
私が、印を押された人々の数を聞くと、
イスラエルの子孫のあらゆる部族の者
が印を押されていて、十四万四千人で
あった。ユダの部族で印を押された者
が一万二千人、ルベンの部族で一万二
千人、ガドの部族で一万二千人、アセ
ルの部族で一万二千人、ナフタリの部
族で一万二千人、マナセの部族で一万
二千人、シメオンの部族で一万二千人、
レビの部族で一万二千人、イッサカル
の部族で一万二千人、ゼブルンの部族
で一万二千人、ヨセフの部族で一万二
千人、ベニヤミンの部族で一万二千人、
印を押された者がいた」

(C)Rijksmuseum 

終末の伝道師たち
黙 示 録7章1節 か ら3節、「こ の 後、

私は見た。四人の御使いが地の四隅に
立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた。また私は見た。
もうひとりの御使いが、生ける神の印
を持って、日の出るほうから上って来
た。彼は、地をも海をもそこなう権威
を与えられた四人の御使いたちに、大
声で叫んで言った。『私たちが神のしも
べたちの額に印を押してしまうまで、
地にも海にも木にも害を与えてはいけ
ない』」

「私は見た。四人の御使いが地の四隅
に立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた」（7:1）。ここで、
地の四隅と地の四方ということばが出
てきています。これは、これから起こ
る事が全世界に起こる事を表していま
す。全世界に向けて吹こうとしている
風を吹きつけないように、4人の御使い
が押さえています。
「もうひとりの御使いが、生ける神の
印を持って、日の出るほうから上って
来た」（7:2）と書かれています。日の出
るほうは東です。聖書で東を指してい
るのは、中東から見ての東です。東の
果ての日本のことを指しているのでは
なく、メソポタミアやインドの方角を
指しています。この東から来る御使い
が、生ける神の印を持っています。「私
たちが神のしもべたちの額に印を押し
てしまうまで、地にも海にも木にも害
を与えてはいけない」と「選ばれた神の
しもべに印を押してしまうまで、激し
い風を吹きつける大患難を始めてはい
けません」と言っていると考えられます。

封印の学びをして、第六の封印で7
年の大患難の4分の1が終わりました。
そしてこの時点で挿入されるべき事柄
があります。それは、「大患難時代に特
別な働きをする神様のしもべが選ばれ
ている」ということなのです。

モーセの幕屋時代の
イスラエル12部族の宿営
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にある状況ですが、これらが同時に起
こる事は自然界ではあり得ません。「そ
して天の星が地上に落ちた。それは、
いちじくが、大風に揺られて、青い実を
振り落とすようであった」（6:13）と言
うのは、

いんせき

隕石のような物が落ちてくる
のだと考えられます。

ヨハネが黙示録を書いたAD95年ご
ろの時代に、多くのミサイルが飛来す
る幻をヨハネが見たのなら、このよう
な表現を記すほかなかっただろうと思
います。これはまだ、「赤い馬」（6:4）
として現れた世界大戦が、この時も続
いているのではないかと考えさせられ
ます。そして、「天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり」（6:14）と言
う記述は、恐らく広島に原爆が投下さ
れた時のキノコ雲のように、空が、巻
物が巻かれていくように消えて行った
ような現象を表していたのかも知れま
せん。

また、かつて全世界で、「すべての山
や島がその場所から移された」（6:14）
というような考えられない激しい大地
震が起こったことは、これまで見聞き
したことがありません。しかし、この
箇所では「すべての山や島」と言ってい
ますから、全地で起こるのでしょう。
ここで語られている光景ほどに、全地
を揺るがす恐ろしい地震は聞いたこと
がありません。また、驚くことに、人々
はこれらが神罰であることを知ってい
る様子なのです。

第五の封印
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）6章
9節から11節をお読みします。「小羊が
第五の封印を解いたとき、私は、神の
ことばと、自分たちが立てたあかしと
のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な
る、真実な主よ。いつまでさ
ばきを行わず、地に住む者
に私たちの血の復讐をなさ
らないのですか。』すると、
彼らのひとりひとりに白い
衣が与えられた。そして彼
らは、『あなたがたと同じ
しもべ、また兄弟たちで、
あなたがたと同じように殺
されるはずの人々の数が満ち
るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国
の様子が現れます。
「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の
たましいが祭壇の下にいるのを見た」

（黙6:9）とヨハネは言っています。大患
難時代には、世界統一を実現させる組
織が起こります。それらは宗教、経済、

ちの血の復讐をなさらないのですか」
（黙6:10）と、主の大いなる裁きの日が、
すでに訪れているのに、まだ終わらな
いのですか、と殉教者たちが主に訴え
ています。

黙示録17章6節では、異端宗教の象
徴である大淫婦の大バビロンが出て

きますが、「私（ヨハネ）はこの
女（大淫婦）が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に
酔っているのを見た」と書か
れています。これは、かつ
てないほどの殉教者が出る
大患難時代を表わしていま
す。20世紀に出た殉教者
の数は、19世紀までに出
た全殉教者の数よりも多い

と言われています。「あなた
がたと同じしもべ、また兄弟

たちで、あなたがたと同じよう
に殺されるはずの人々が満ちるま

で」（黙6:11）というのは、まだまだ
救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7章9節では、「だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた」とヨハネが
言うほどに、多くの人々が救われて殉
教し、主の御座の前に立っています。

政治の三つを統一させるものであると
考えられます。そしてこの世界統一に
反対する者や神様を信じる者たちは、
世界平和を妨げる反逆者であると見な
され、殺されていきます。

一方、天の祭壇の下には多くの殉教
者たちの祈りが届いています。「いつま
でさばきを行わず、地に住む者に私た

メオン族、そしてレビ族が加わりまし
た。その他の部族は北イスラエルに付
きました。しかし、神殿がユダ族側に
ありましたから、多くの北イスラエル
がユダ側に付きました（Ⅱ歴代15:9、
30:18)。

初代教会で大活躍したパウロはベニ
ヤミン族であったと、ローマ人への手
紙11章1節で記されています。そして、
神殿があった南ユダに、北イスラエル
の人々が引っ越ししてきています。皆
様ご存知のリーバイスのジーパンは、
レビ族の人々によってつくられています。

しかし、失われている部族もあって、
近年、インドでマナセ族が見付かり、
DNA鑑定でユダヤ人との血のつながり
があることが判明して、イスラエルに
移民してきています。

ユダヤ人と呼ばれている人々の中に
は、自分が何族か知らない人が多くい
ますが、知っている人もいるのです。
私は18年間イスラエルに住んでいまし
たが、多くの部族の人々と出会いまし
た。未来の出来事である黙示録7章に、
各部族の名が記されていることからも、
12部族が失われていないことが分かり
ます。

イスラエルの12部族の中から、パウ
ロのように力強い伝道師となる人々が、
世界の四隅である全世界で選ばれます。

大声で叫んで言った。『救いは、御座に
ある私たちの神にあり、小羊にある。』
御使いたちはみな、御座と長老たちと
四つの生き物との回りに立っていたが、
彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、
言った。『アーメン。賛美と栄光と知恵
と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私
たちの神にあるように。アーメン』」

「その後、私は見た」（7:9）の「その後」
と言うのは、イスラエルの12部族から
14万4千人に印が押された後のことを
語っています。「あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから」（7:9）とは、イ
スラエルの民ではなく異邦人のことで
す。この伝道師たちの働きによって救
われた人々です。

創世記12章3節で、アブラハムを通
して、「地上のすべての民族は、あなた
によって祝福される」と言われたみこと
ばの成就が最後まで続きます。「数えき
れぬほどの大ぜいの群衆」（7:9）は、大
勢の救われた異邦人のことです。彼ら
は、「白い衣を着、しゅろの枝を手に
持って、御座と小羊との前に立ってい
た」（7:9）のです。大患難時代では、イ
エス・キリストを信じる者のほとんど
が殺されます。皆、殉教して主の前に
立っています。この時代には、聖書や、
聖書に関する本を読んでいるだけでも
殺されるでしょう。これは、イスラム
諸国では既に始まっていることです。

黙示録13章7節に、「彼はまた聖徒
たちに戦いをいどんで打ち勝つことが
許され、また、あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられ
た」と書かれています。ここで語られて
いる聖徒は、教会の聖徒ではなく、イ
スラエルの民と大患難時代に救われて
いる聖徒たちです。これは反キリスト
が世界中の人々を支配し、その上、聖
書の神様を信じる者たちに打ち勝つこ
とが預言されています。信者は反キリ
ストとその配下にいる者に勝てず、殉
教します。7章10節で、「彼らは、大声
で叫んで言った。『救いは、御座にある
私たちの神にあり、小羊にある』」と殉
教者たちが主をほめたたえています。
そして、「御使いたちはみな、御座と長
老たちと四つの生き物との回りに立っ
ていた」（7:11）とあり、天にいる多く
の者たちも殉教者たちと共に主をほめ
たたえています。

黙示録7章13節から17節、「長老の
ひとりが私に話しかけて、『白い衣を着
ているこの人たちは、いったいだれです
か。どこから来たのですか』と言った。
そこで、私は、『主よ。あなたこそ、ご
存じです』と言った。すると、彼は私に
こう言った。『彼らは、大きな患難から
抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の
血で洗って、白くしたのです。だから彼
らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜
も、神に仕えているのです。そして、御
座に着いておられる方も、彼らの上に幕
屋を張られるのです。彼らはもはや、飢
えることもなく、渇くこともなく、太陽
もどんな炎熱も彼らを打つことはありま
せん。なぜなら、御座の正面におられる
小羊が、彼らの牧者となり、いのちの水
の泉に導いてくださるからです。また、
神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取っ
てくださるのです』」

天国にいるヨハネに、長老の一人が、
「白い衣を着ているこの人たちは、いっ
たいだれですか。どこから来たのです
か」（7:13）と言っています。長老は、

「彼らは、大きな患難から抜け出て来た
者たちで、その衣を小羊の血で洗って、
白くしたのです」（7:14）と答えていま
す。大患難時代から抜け出るのには、
殉教するしかない様子です。

黙示録14章13節でこう言われてい
ます。「また私は、天からこう言ってい
る声を聞いた。『書きしるせ。「今から
後、主にあって死ぬ死者は幸いであ
る。」』御霊も言われる。『しかり。彼ら
はその労苦から解き放されて休むこと
ができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

世界統一強制支配と、反キリストの
独裁の手から逃れる方法は、死以外に
はないという苦しみの時代です。この
苦しみから解放されたのは、神様が彼
らに勇気を与え、殉教の恐怖を取り除
いて従うことができる力を与えてくだ
さるからでしょう。

黙示録7章15節で、「だから彼らは
神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです」と、絶えない喜
びに満たされています。「彼らはもはや、
飢えることもなく、渇くこともなく、
太陽もどんな炎熱も彼らを打つことは
ありません」（7:16）。大患難時代は、食
物と水の

ききん

飢饉、太陽の炎熱による苦し
みなどが、封印、ラッパ、そして鉢の
災難で起こります。徐々に過酷になる
これらのことから解放されたのです。

「御座の正面におられる小羊が、彼らの
牧者となり、いのちの水の泉に導いて
くださるからです」（7:17）

ヨハネの福音書4章14節で、「しか
し、わたしが与える水を飲む者はだれ
でも、決して渇くことがありません。
わたしが与える水は、その人のうちで
泉となり、永遠のいのちへの水がわき
出ます」とイエス様がおっしゃったみこ
とばの実現です。「神は彼らの目の涙を
すっかりぬぐい取ってくださるのです」

（黙7:17）という、最高の平安と喜びの
世界です。皆様と教会の上に大いなる
祝福がありますよう心からお祈りして
います。

黙示録6章15節から17節、「地上の
王、高 官、千 人 隊 長、金 持 ち、勇 者、
あらゆる奴隷と自由人が、ほら穴と山
の岩間に隠れ、山や岩に向かってこう
言った。『私たちの上に倒れかかって、
御座にある方の御顔と小羊の怒りとか
ら、私たちをかくまってくれ。御怒り
の大いなる日が来たのだ。だれがそれ
に耐えられよう』」

「地上の王、高官、千人隊長、金持ち、
勇者、あらゆる奴隷と自由人」（6:15）
これは、すべての人々を指しています。
彼らは皆、山や岩に向かって、自分た
ちを「かくまってくれ」と懇願している
のです。かくまってほしい理由は、「御
座にある方の御顔と小羊の怒り」が始
まっているからです。

「御怒りの大いなる日が来たのだ」
（6:17）と、聖書の神様の大いなる日で
ある大患難時代が来たのだ、と彼らは
言っていますが、悔い改める姿はあり
ません。なぜ、聖書の神様を信じてい
ない人々が、「神様の大いなる日が来
た」ということを知っているのでしょう
か。それは、人々は聖書を学ぶことが
嫌いですが、預言のことを学ぶのが大
好きだからです。聖書に語られている
預言が次々と成就しているので、信者
ではない人たちも、聖書の預言を調べ
始めるのです。そのために、黙示録は
預言の成就の一つ一つに番号を付けて
いるのだと思われます。悔い改めない
人々がたくさんいますが、その中の数
えきれない人々が悔い改めて、天国に
到着しています。

この人々は旧約聖書が土台で、メシア・
イエスの啓示をパウロのように受ける
人々です。パウロの時代には、新約聖
書はありませんでした。しかし、天か
らの啓示によってイエス・キリストの
奥義をしっかりと握り締め、新約聖書
のほとんどを書いたのがパウロです。

この14万4千人のイスラエル人は、
あらゆる国に住んでいて、それぞれの
国の言葉を語ることができる人々で、
その国のしきたりも知っている人々で
す。この人々はパウロのように力強く
伝道し、全世界にリバイバルをもたら
します。例えば、日本には長年住み付
いているユダヤ人が千人ほどいます。
その中から日本のために伝道する人々
が選ばれます。彼らは日本語も日本人
の性格もしきたりもよく知っていて、
日本人に一番適した伝道をします。宣
教師が、まずは宣教地でその国の言葉
としきたりを覚えなければならないと
いう時間が不要になるのです。この
人々は、旧約聖書が土台で、イエス・
キリストの啓示を神様から授かり、全
世界にリバイバルをもたらします。

黙示録7章9節から12節、「その後、
私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから、だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた。彼らは、

アシェル

ガド

ナフタリ ゼブルンシメオンルベン

マナセユダイッサカル

エフライムダンベニヤミン

西欧で書かれた
イスラエル12部族の帰属紋章

（12世紀後半）
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られます。大患難時代には暗闇が5回
に渡って起こります。

① ヨエル書2章31節では、「主の大い
なる恐るべき日が来る前に、太陽は
やみとなり、月は血に変わる」と書
かれており、大患難時代が始まる前
にこれが起こります。

② 今、学んでいる黙示録6章12節で、
大患難時代の初めの4分の1の所で
起こります。

③ 黙示録9章2節で、大患難時代の中
間に起こります。

④ 黙示録16章10節で、大患難時代の
4分の3の所で起こります。

⑤ マタイの福音書24章29節で、ご再
臨の直前に起こります。

「太陽は毛の荒布のように黒くなり、月
の全面が血のようになった」（黙6:12）
と言うのは、太陽は日食で、月が月食

第六の封印
黙示録6章12節から14節、「私は見

た。小羊が第六の封印を解いたとき、
大きな地震が起こった。そして、太陽
は毛の荒布のように黒くなり、月の全
面が血のようになった。そして天の星
が地上に落ちた。それは、いちじくが、
大風に揺られて、青い実を振り落とす
ようであった。天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり、すべての山
や島がその場所から移された」

第六の封印が解かれると、「大きな地
震が起こった」のです。この第六の封印
の災難が、封印最後の災難です。第七
の封印は、いよいよ巻物の中身を見る
ことができる封印です。この最後の封
印では、想像を絶する災難が大患難時
代の終わりまで続くのです。「太陽は毛
の荒布のように黒くなり」とは、大地震
が起こり、かつ暗闇に覆われると考え

「印を押された人々の数を聞くと、イ
スラエルの子孫のあらゆる部族の者が
印を押されていて、十四万四千人で
あった」（7:4）と書かれています。大患
難時代に、特別な主のしもべとなって
働きをする、イスラエルのあらゆる部
族が選ばれています。この聖書の箇所
を見ると「十部族は失われたのではない
のか」と思って、おかしいと思う方もい
るかもしれません。確かに、イスラエ
ルの12部族で失われている部族もいま
すが、全部ではありません。

BC922年ごろに、イスラエル王国は、
北イスラエルと南ユダに分裂しました。
南ユダは、ユダ族、ベニヤミン族、シ

黙示録7章4節から8節、「それから
私が、印を押された人々の数を聞くと、
イスラエルの子孫のあらゆる部族の者
が印を押されていて、十四万四千人で
あった。ユダの部族で印を押された者
が一万二千人、ルベンの部族で一万二
千人、ガドの部族で一万二千人、アセ
ルの部族で一万二千人、ナフタリの部
族で一万二千人、マナセの部族で一万
二千人、シメオンの部族で一万二千人、
レビの部族で一万二千人、イッサカル
の部族で一万二千人、ゼブルンの部族
で一万二千人、ヨセフの部族で一万二
千人、ベニヤミンの部族で一万二千人、
印を押された者がいた」

(C)Rijksmuseum 

終末の伝道師たち
黙 示 録7章1節 か ら3節、「こ の 後、

私は見た。四人の御使いが地の四隅に
立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた。また私は見た。
もうひとりの御使いが、生ける神の印
を持って、日の出るほうから上って来
た。彼は、地をも海をもそこなう権威
を与えられた四人の御使いたちに、大
声で叫んで言った。『私たちが神のしも
べたちの額に印を押してしまうまで、
地にも海にも木にも害を与えてはいけ
ない』」

「私は見た。四人の御使いが地の四隅
に立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた」（7:1）。ここで、
地の四隅と地の四方ということばが出
てきています。これは、これから起こ
る事が全世界に起こる事を表していま
す。全世界に向けて吹こうとしている
風を吹きつけないように、4人の御使い
が押さえています。
「もうひとりの御使いが、生ける神の
印を持って、日の出るほうから上って
来た」（7:2）と書かれています。日の出
るほうは東です。聖書で東を指してい
るのは、中東から見ての東です。東の
果ての日本のことを指しているのでは
なく、メソポタミアやインドの方角を
指しています。この東から来る御使い
が、生ける神の印を持っています。「私
たちが神のしもべたちの額に印を押し
てしまうまで、地にも海にも木にも害
を与えてはいけない」と「選ばれた神の
しもべに印を押してしまうまで、激し
い風を吹きつける大患難を始めてはい
けません」と言っていると考えられます。

封印の学びをして、第六の封印で7
年の大患難の4分の1が終わりました。
そしてこの時点で挿入されるべき事柄
があります。それは、「大患難時代に特
別な働きをする神様のしもべが選ばれ
ている」ということなのです。

モーセの幕屋時代の
イスラエル12部族の宿営
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にある状況ですが、これらが同時に起
こる事は自然界ではあり得ません。「そ
して天の星が地上に落ちた。それは、
いちじくが、大風に揺られて、青い実を
振り落とすようであった」（6:13）と言
うのは、

いんせき

隕石のような物が落ちてくる
のだと考えられます。

ヨハネが黙示録を書いたAD95年ご
ろの時代に、多くのミサイルが飛来す
る幻をヨハネが見たのなら、このよう
な表現を記すほかなかっただろうと思
います。これはまだ、「赤い馬」（6:4）
として現れた世界大戦が、この時も続
いているのではないかと考えさせられ
ます。そして、「天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり」（6:14）と言
う記述は、恐らく広島に原爆が投下さ
れた時のキノコ雲のように、空が、巻
物が巻かれていくように消えて行った
ような現象を表していたのかも知れま
せん。

また、かつて全世界で、「すべての山
や島がその場所から移された」（6:14）
というような考えられない激しい大地
震が起こったことは、これまで見聞き
したことがありません。しかし、この
箇所では「すべての山や島」と言ってい
ますから、全地で起こるのでしょう。
ここで語られている光景ほどに、全地
を揺るがす恐ろしい地震は聞いたこと
がありません。また、驚くことに、人々
はこれらが神罰であることを知ってい
る様子なのです。

第五の封印
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）6章
9節から11節をお読みします。「小羊が
第五の封印を解いたとき、私は、神の
ことばと、自分たちが立てたあかしと
のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な
る、真実な主よ。いつまでさ
ばきを行わず、地に住む者
に私たちの血の復讐をなさ
らないのですか。』すると、
彼らのひとりひとりに白い
衣が与えられた。そして彼
らは、『あなたがたと同じ
しもべ、また兄弟たちで、
あなたがたと同じように殺
されるはずの人々の数が満ち
るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国
の様子が現れます。
「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の
たましいが祭壇の下にいるのを見た」

（黙6:9）とヨハネは言っています。大患
難時代には、世界統一を実現させる組
織が起こります。それらは宗教、経済、

ちの血の復讐をなさらないのですか」
（黙6:10）と、主の大いなる裁きの日が、
すでに訪れているのに、まだ終わらな
いのですか、と殉教者たちが主に訴え
ています。

黙示録17章6節では、異端宗教の象
徴である大淫婦の大バビロンが出て

きますが、「私（ヨハネ）はこの
女（大淫婦）が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に
酔っているのを見た」と書か
れています。これは、かつ
てないほどの殉教者が出る
大患難時代を表わしていま
す。20世紀に出た殉教者
の数は、19世紀までに出
た全殉教者の数よりも多い

と言われています。「あなた
がたと同じしもべ、また兄弟

たちで、あなたがたと同じよう
に殺されるはずの人々が満ちるま

で」（黙6:11）というのは、まだまだ
救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7章9節では、「だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた」とヨハネが
言うほどに、多くの人々が救われて殉
教し、主の御座の前に立っています。

政治の三つを統一させるものであると
考えられます。そしてこの世界統一に
反対する者や神様を信じる者たちは、
世界平和を妨げる反逆者であると見な
され、殺されていきます。

一方、天の祭壇の下には多くの殉教
者たちの祈りが届いています。「いつま
でさばきを行わず、地に住む者に私た

メオン族、そしてレビ族が加わりまし
た。その他の部族は北イスラエルに付
きました。しかし、神殿がユダ族側に
ありましたから、多くの北イスラエル
がユダ側に付きました（Ⅱ歴代15:9、
30:18)。

初代教会で大活躍したパウロはベニ
ヤミン族であったと、ローマ人への手
紙11章1節で記されています。そして、
神殿があった南ユダに、北イスラエル
の人々が引っ越ししてきています。皆
様ご存知のリーバイスのジーパンは、
レビ族の人々によってつくられています。

しかし、失われている部族もあって、
近年、インドでマナセ族が見付かり、
DNA鑑定でユダヤ人との血のつながり
があることが判明して、イスラエルに
移民してきています。

ユダヤ人と呼ばれている人々の中に
は、自分が何族か知らない人が多くい
ますが、知っている人もいるのです。
私は18年間イスラエルに住んでいまし
たが、多くの部族の人々と出会いまし
た。未来の出来事である黙示録7章に、
各部族の名が記されていることからも、
12部族が失われていないことが分かり
ます。

イスラエルの12部族の中から、パウ
ロのように力強い伝道師となる人々が、
世界の四隅である全世界で選ばれます。

大声で叫んで言った。『救いは、御座に
ある私たちの神にあり、小羊にある。』
御使いたちはみな、御座と長老たちと
四つの生き物との回りに立っていたが、
彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、
言った。『アーメン。賛美と栄光と知恵
と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私
たちの神にあるように。アーメン』」

「その後、私は見た」（7:9）の「その後」
と言うのは、イスラエルの12部族から
14万4千人に印が押された後のことを
語っています。「あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから」（7:9）とは、イ
スラエルの民ではなく異邦人のことで
す。この伝道師たちの働きによって救
われた人々です。

創世記12章3節で、アブラハムを通
して、「地上のすべての民族は、あなた
によって祝福される」と言われたみこと
ばの成就が最後まで続きます。「数えき
れぬほどの大ぜいの群衆」（7:9）は、大
勢の救われた異邦人のことです。彼ら
は、「白い衣を着、しゅろの枝を手に
持って、御座と小羊との前に立ってい
た」（7:9）のです。大患難時代では、イ
エス・キリストを信じる者のほとんど
が殺されます。皆、殉教して主の前に
立っています。この時代には、聖書や、
聖書に関する本を読んでいるだけでも
殺されるでしょう。これは、イスラム
諸国では既に始まっていることです。

黙示録13章7節に、「彼はまた聖徒
たちに戦いをいどんで打ち勝つことが
許され、また、あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられ
た」と書かれています。ここで語られて
いる聖徒は、教会の聖徒ではなく、イ
スラエルの民と大患難時代に救われて
いる聖徒たちです。これは反キリスト
が世界中の人々を支配し、その上、聖
書の神様を信じる者たちに打ち勝つこ
とが預言されています。信者は反キリ
ストとその配下にいる者に勝てず、殉
教します。7章10節で、「彼らは、大声
で叫んで言った。『救いは、御座にある
私たちの神にあり、小羊にある』」と殉
教者たちが主をほめたたえています。
そして、「御使いたちはみな、御座と長
老たちと四つの生き物との回りに立っ
ていた」（7:11）とあり、天にいる多く
の者たちも殉教者たちと共に主をほめ
たたえています。

黙示録7章13節から17節、「長老の
ひとりが私に話しかけて、『白い衣を着
ているこの人たちは、いったいだれです
か。どこから来たのですか』と言った。
そこで、私は、『主よ。あなたこそ、ご
存じです』と言った。すると、彼は私に
こう言った。『彼らは、大きな患難から
抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の
血で洗って、白くしたのです。だから彼
らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜
も、神に仕えているのです。そして、御
座に着いておられる方も、彼らの上に幕
屋を張られるのです。彼らはもはや、飢
えることもなく、渇くこともなく、太陽
もどんな炎熱も彼らを打つことはありま
せん。なぜなら、御座の正面におられる
小羊が、彼らの牧者となり、いのちの水
の泉に導いてくださるからです。また、
神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取っ
てくださるのです』」

天国にいるヨハネに、長老の一人が、
「白い衣を着ているこの人たちは、いっ
たいだれですか。どこから来たのです
か」（7:13）と言っています。長老は、

「彼らは、大きな患難から抜け出て来た
者たちで、その衣を小羊の血で洗って、
白くしたのです」（7:14）と答えていま
す。大患難時代から抜け出るのには、
殉教するしかない様子です。

黙示録14章13節でこう言われてい
ます。「また私は、天からこう言ってい
る声を聞いた。『書きしるせ。「今から
後、主にあって死ぬ死者は幸いであ
る。」』御霊も言われる。『しかり。彼ら
はその労苦から解き放されて休むこと
ができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

世界統一強制支配と、反キリストの
独裁の手から逃れる方法は、死以外に
はないという苦しみの時代です。この
苦しみから解放されたのは、神様が彼
らに勇気を与え、殉教の恐怖を取り除
いて従うことができる力を与えてくだ
さるからでしょう。

黙示録7章15節で、「だから彼らは
神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです」と、絶えない喜
びに満たされています。「彼らはもはや、
飢えることもなく、渇くこともなく、
太陽もどんな炎熱も彼らを打つことは
ありません」（7:16）。大患難時代は、食
物と水の

ききん

飢饉、太陽の炎熱による苦し
みなどが、封印、ラッパ、そして鉢の
災難で起こります。徐々に過酷になる
これらのことから解放されたのです。

「御座の正面におられる小羊が、彼らの
牧者となり、いのちの水の泉に導いて
くださるからです」（7:17）

ヨハネの福音書4章14節で、「しか
し、わたしが与える水を飲む者はだれ
でも、決して渇くことがありません。
わたしが与える水は、その人のうちで
泉となり、永遠のいのちへの水がわき
出ます」とイエス様がおっしゃったみこ
とばの実現です。「神は彼らの目の涙を
すっかりぬぐい取ってくださるのです」

（黙7:17）という、最高の平安と喜びの
世界です。皆様と教会の上に大いなる
祝福がありますよう心からお祈りして
います。

黙示録6章15節から17節、「地上の
王、高 官、千 人 隊 長、金 持 ち、勇 者、
あらゆる奴隷と自由人が、ほら穴と山
の岩間に隠れ、山や岩に向かってこう
言った。『私たちの上に倒れかかって、
御座にある方の御顔と小羊の怒りとか
ら、私たちをかくまってくれ。御怒り
の大いなる日が来たのだ。だれがそれ
に耐えられよう』」

「地上の王、高官、千人隊長、金持ち、
勇者、あらゆる奴隷と自由人」（6:15）
これは、すべての人々を指しています。
彼らは皆、山や岩に向かって、自分た
ちを「かくまってくれ」と懇願している
のです。かくまってほしい理由は、「御
座にある方の御顔と小羊の怒り」が始
まっているからです。

「御怒りの大いなる日が来たのだ」
（6:17）と、聖書の神様の大いなる日で
ある大患難時代が来たのだ、と彼らは
言っていますが、悔い改める姿はあり
ません。なぜ、聖書の神様を信じてい
ない人々が、「神様の大いなる日が来
た」ということを知っているのでしょう
か。それは、人々は聖書を学ぶことが
嫌いですが、預言のことを学ぶのが大
好きだからです。聖書に語られている
預言が次々と成就しているので、信者
ではない人たちも、聖書の預言を調べ
始めるのです。そのために、黙示録は
預言の成就の一つ一つに番号を付けて
いるのだと思われます。悔い改めない
人々がたくさんいますが、その中の数
えきれない人々が悔い改めて、天国に
到着しています。

この人々は旧約聖書が土台で、メシア・
イエスの啓示をパウロのように受ける
人々です。パウロの時代には、新約聖
書はありませんでした。しかし、天か
らの啓示によってイエス・キリストの
奥義をしっかりと握り締め、新約聖書
のほとんどを書いたのがパウロです。

この14万4千人のイスラエル人は、
あらゆる国に住んでいて、それぞれの
国の言葉を語ることができる人々で、
その国のしきたりも知っている人々で
す。この人々はパウロのように力強く
伝道し、全世界にリバイバルをもたら
します。例えば、日本には長年住み付
いているユダヤ人が千人ほどいます。
その中から日本のために伝道する人々
が選ばれます。彼らは日本語も日本人
の性格もしきたりもよく知っていて、
日本人に一番適した伝道をします。宣
教師が、まずは宣教地でその国の言葉
としきたりを覚えなければならないと
いう時間が不要になるのです。この
人々は、旧約聖書が土台で、イエス・
キリストの啓示を神様から授かり、全
世界にリバイバルをもたらします。

黙示録7章9節から12節、「その後、
私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから、だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた。彼らは、

アシェル

ガド

ナフタリ ゼブルンシメオンルベン

マナセユダイッサカル

エフライムダンベニヤミン

西欧で書かれた
イスラエル12部族の帰属紋章

（12世紀後半）
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られます。大患難時代には暗闇が5回
に渡って起こります。

① ヨエル書2章31節では、「主の大い
なる恐るべき日が来る前に、太陽は
やみとなり、月は血に変わる」と書
かれており、大患難時代が始まる前
にこれが起こります。

② 今、学んでいる黙示録6章12節で、
大患難時代の初めの4分の1の所で
起こります。

③ 黙示録9章2節で、大患難時代の中
間に起こります。

④ 黙示録16章10節で、大患難時代の
4分の3の所で起こります。

⑤ マタイの福音書24章29節で、ご再
臨の直前に起こります。

「太陽は毛の荒布のように黒くなり、月
の全面が血のようになった」（黙6:12）
と言うのは、太陽は日食で、月が月食

第六の封印
黙示録6章12節から14節、「私は見

た。小羊が第六の封印を解いたとき、
大きな地震が起こった。そして、太陽
は毛の荒布のように黒くなり、月の全
面が血のようになった。そして天の星
が地上に落ちた。それは、いちじくが、
大風に揺られて、青い実を振り落とす
ようであった。天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり、すべての山
や島がその場所から移された」

第六の封印が解かれると、「大きな地
震が起こった」のです。この第六の封印
の災難が、封印最後の災難です。第七
の封印は、いよいよ巻物の中身を見る
ことができる封印です。この最後の封
印では、想像を絶する災難が大患難時
代の終わりまで続くのです。「太陽は毛
の荒布のように黒くなり」とは、大地震
が起こり、かつ暗闇に覆われると考え

「印を押された人々の数を聞くと、イ
スラエルの子孫のあらゆる部族の者が
印を押されていて、十四万四千人で
あった」（7:4）と書かれています。大患
難時代に、特別な主のしもべとなって
働きをする、イスラエルのあらゆる部
族が選ばれています。この聖書の箇所
を見ると「十部族は失われたのではない
のか」と思って、おかしいと思う方もい
るかもしれません。確かに、イスラエ
ルの12部族で失われている部族もいま
すが、全部ではありません。

BC922年ごろに、イスラエル王国は、
北イスラエルと南ユダに分裂しました。
南ユダは、ユダ族、ベニヤミン族、シ

黙示録7章4節から8節、「それから
私が、印を押された人々の数を聞くと、
イスラエルの子孫のあらゆる部族の者
が印を押されていて、十四万四千人で
あった。ユダの部族で印を押された者
が一万二千人、ルベンの部族で一万二
千人、ガドの部族で一万二千人、アセ
ルの部族で一万二千人、ナフタリの部
族で一万二千人、マナセの部族で一万
二千人、シメオンの部族で一万二千人、
レビの部族で一万二千人、イッサカル
の部族で一万二千人、ゼブルンの部族
で一万二千人、ヨセフの部族で一万二
千人、ベニヤミンの部族で一万二千人、
印を押された者がいた」

インドにいたマナセ族がイスラエルへ移民（2007）。
「ブネイ・メナシェ（＝メナシェの子どもたち）」と呼ばれている

スニールストリーム自然保護区。ヨルダン川支流の中で最も長い支流

終末の伝道師たち
黙 示 録7章1節 か ら3節、「こ の 後、

私は見た。四人の御使いが地の四隅に
立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた。また私は見た。
もうひとりの御使いが、生ける神の印
を持って、日の出るほうから上って来
た。彼は、地をも海をもそこなう権威
を与えられた四人の御使いたちに、大
声で叫んで言った。『私たちが神のしも
べたちの額に印を押してしまうまで、
地にも海にも木にも害を与えてはいけ
ない』」

「私は見た。四人の御使いが地の四隅
に立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた」（7:1）。ここで、
地の四隅と地の四方ということばが出
てきています。これは、これから起こ
る事が全世界に起こる事を表していま
す。全世界に向けて吹こうとしている
風を吹きつけないように、4人の御使い
が押さえています。
「もうひとりの御使いが、生ける神の
印を持って、日の出るほうから上って
来た」（7:2）と書かれています。日の出
るほうは東です。聖書で東を指してい
るのは、中東から見ての東です。東の
果ての日本のことを指しているのでは
なく、メソポタミアやインドの方角を
指しています。この東から来る御使い
が、生ける神の印を持っています。「私
たちが神のしもべたちの額に印を押し
てしまうまで、地にも海にも木にも害
を与えてはいけない」と「選ばれた神の
しもべに印を押してしまうまで、激し
い風を吹きつける大患難を始めてはい
けません」と言っていると考えられます。

封印の学びをして、第六の封印で7
年の大患難の4分の1が終わりました。
そしてこの時点で挿入されるべき事柄
があります。それは、「大患難時代に特
別な働きをする神様のしもべが選ばれ
ている」ということなのです。

黙示録7章17節

御座の正面におられる小羊が、彼らの牧者となり、
いのちの水の泉に導いてくださるからです

にある状況ですが、これらが同時に起
こる事は自然界ではあり得ません。「そ
して天の星が地上に落ちた。それは、
いちじくが、大風に揺られて、青い実を
振り落とすようであった」（6:13）と言
うのは、

いんせき

隕石のような物が落ちてくる
のだと考えられます。

ヨハネが黙示録を書いたAD95年ご
ろの時代に、多くのミサイルが飛来す
る幻をヨハネが見たのなら、このよう
な表現を記すほかなかっただろうと思
います。これはまだ、「赤い馬」（6:4）
として現れた世界大戦が、この時も続
いているのではないかと考えさせられ
ます。そして、「天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり」（6:14）と言
う記述は、恐らく広島に原爆が投下さ
れた時のキノコ雲のように、空が、巻
物が巻かれていくように消えて行った
ような現象を表していたのかも知れま
せん。

また、かつて全世界で、「すべての山
や島がその場所から移された」（6:14）
というような考えられない激しい大地
震が起こったことは、これまで見聞き
したことがありません。しかし、この
箇所では「すべての山や島」と言ってい
ますから、全地で起こるのでしょう。
ここで語られている光景ほどに、全地
を揺るがす恐ろしい地震は聞いたこと
がありません。また、驚くことに、人々
はこれらが神罰であることを知ってい
る様子なのです。

第五の封印
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）6章
9節から11節をお読みします。「小羊が
第五の封印を解いたとき、私は、神の
ことばと、自分たちが立てたあかしと
のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な
る、真実な主よ。いつまでさ
ばきを行わず、地に住む者
に私たちの血の復讐をなさ
らないのですか。』すると、
彼らのひとりひとりに白い
衣が与えられた。そして彼
らは、『あなたがたと同じ
しもべ、また兄弟たちで、
あなたがたと同じように殺
されるはずの人々の数が満ち
るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国
の様子が現れます。
「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の
たましいが祭壇の下にいるのを見た」

（黙6:9）とヨハネは言っています。大患
難時代には、世界統一を実現させる組
織が起こります。それらは宗教、経済、

ちの血の復讐をなさらないのですか」
（黙6:10）と、主の大いなる裁きの日が、
すでに訪れているのに、まだ終わらな
いのですか、と殉教者たちが主に訴え
ています。

黙示録17章6節では、異端宗教の象
徴である大淫婦の大バビロンが出て

きますが、「私（ヨハネ）はこの
女（大淫婦）が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に
酔っているのを見た」と書か
れています。これは、かつ
てないほどの殉教者が出る
大患難時代を表わしていま
す。20世紀に出た殉教者
の数は、19世紀までに出
た全殉教者の数よりも多い

と言われています。「あなた
がたと同じしもべ、また兄弟

たちで、あなたがたと同じよう
に殺されるはずの人々が満ちるま

で」（黙6:11）というのは、まだまだ
救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7章9節では、「だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた」とヨハネが
言うほどに、多くの人々が救われて殉
教し、主の御座の前に立っています。

政治の三つを統一させるものであると
考えられます。そしてこの世界統一に
反対する者や神様を信じる者たちは、
世界平和を妨げる反逆者であると見な
され、殺されていきます。

一方、天の祭壇の下には多くの殉教
者たちの祈りが届いています。「いつま
でさばきを行わず、地に住む者に私た

メオン族、そしてレビ族が加わりまし
た。その他の部族は北イスラエルに付
きました。しかし、神殿がユダ族側に
ありましたから、多くの北イスラエル
がユダ側に付きました（Ⅱ歴代15:9、
30:18)。

初代教会で大活躍したパウロはベニ
ヤミン族であったと、ローマ人への手
紙11章1節で記されています。そして、
神殿があった南ユダに、北イスラエル
の人々が引っ越ししてきています。皆
様ご存知のリーバイスのジーパンは、
レビ族の人々によってつくられています。

しかし、失われている部族もあって、
近年、インドでマナセ族が見付かり、
DNA鑑定でユダヤ人との血のつながり
があることが判明して、イスラエルに
移民してきています。

ユダヤ人と呼ばれている人々の中に
は、自分が何族か知らない人が多くい
ますが、知っている人もいるのです。
私は18年間イスラエルに住んでいまし
たが、多くの部族の人々と出会いまし
た。未来の出来事である黙示録7章に、
各部族の名が記されていることからも、
12部族が失われていないことが分かり
ます。

イスラエルの12部族の中から、パウ
ロのように力強い伝道師となる人々が、
世界の四隅である全世界で選ばれます。

大声で叫んで言った。『救いは、御座に
ある私たちの神にあり、小羊にある。』
御使いたちはみな、御座と長老たちと
四つの生き物との回りに立っていたが、
彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、
言った。『アーメン。賛美と栄光と知恵
と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私
たちの神にあるように。アーメン』」

「その後、私は見た」（7:9）の「その後」
と言うのは、イスラエルの12部族から
14万4千人に印が押された後のことを
語っています。「あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから」（7:9）とは、イ
スラエルの民ではなく異邦人のことで
す。この伝道師たちの働きによって救
われた人々です。

創世記12章3節で、アブラハムを通
して、「地上のすべての民族は、あなた
によって祝福される」と言われたみこと
ばの成就が最後まで続きます。「数えき
れぬほどの大ぜいの群衆」（7:9）は、大
勢の救われた異邦人のことです。彼ら
は、「白い衣を着、しゅろの枝を手に
持って、御座と小羊との前に立ってい
た」（7:9）のです。大患難時代では、イ
エス・キリストを信じる者のほとんど
が殺されます。皆、殉教して主の前に
立っています。この時代には、聖書や、
聖書に関する本を読んでいるだけでも
殺されるでしょう。これは、イスラム
諸国では既に始まっていることです。

黙示録13章7節に、「彼はまた聖徒
たちに戦いをいどんで打ち勝つことが
許され、また、あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられ
た」と書かれています。ここで語られて
いる聖徒は、教会の聖徒ではなく、イ
スラエルの民と大患難時代に救われて
いる聖徒たちです。これは反キリスト
が世界中の人々を支配し、その上、聖
書の神様を信じる者たちに打ち勝つこ
とが預言されています。信者は反キリ
ストとその配下にいる者に勝てず、殉
教します。7章10節で、「彼らは、大声
で叫んで言った。『救いは、御座にある
私たちの神にあり、小羊にある』」と殉
教者たちが主をほめたたえています。
そして、「御使いたちはみな、御座と長
老たちと四つの生き物との回りに立っ
ていた」（7:11）とあり、天にいる多く
の者たちも殉教者たちと共に主をほめ
たたえています。

黙示録7章13節から17節、「長老の
ひとりが私に話しかけて、『白い衣を着
ているこの人たちは、いったいだれです
か。どこから来たのですか』と言った。
そこで、私は、『主よ。あなたこそ、ご
存じです』と言った。すると、彼は私に
こう言った。『彼らは、大きな患難から
抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の
血で洗って、白くしたのです。だから彼
らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜
も、神に仕えているのです。そして、御
座に着いておられる方も、彼らの上に幕
屋を張られるのです。彼らはもはや、飢
えることもなく、渇くこともなく、太陽
もどんな炎熱も彼らを打つことはありま
せん。なぜなら、御座の正面におられる
小羊が、彼らの牧者となり、いのちの水
の泉に導いてくださるからです。また、
神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取っ
てくださるのです』」

天国にいるヨハネに、長老の一人が、
「白い衣を着ているこの人たちは、いっ
たいだれですか。どこから来たのです
か」（7:13）と言っています。長老は、

「彼らは、大きな患難から抜け出て来た
者たちで、その衣を小羊の血で洗って、
白くしたのです」（7:14）と答えていま
す。大患難時代から抜け出るのには、
殉教するしかない様子です。

黙示録14章13節でこう言われてい
ます。「また私は、天からこう言ってい
る声を聞いた。『書きしるせ。「今から
後、主にあって死ぬ死者は幸いであ
る。」』御霊も言われる。『しかり。彼ら
はその労苦から解き放されて休むこと
ができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

世界統一強制支配と、反キリストの
独裁の手から逃れる方法は、死以外に
はないという苦しみの時代です。この
苦しみから解放されたのは、神様が彼
らに勇気を与え、殉教の恐怖を取り除
いて従うことができる力を与えてくだ
さるからでしょう。

黙示録7章15節で、「だから彼らは
神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです」と、絶えない喜
びに満たされています。「彼らはもはや、
飢えることもなく、渇くこともなく、
太陽もどんな炎熱も彼らを打つことは
ありません」（7:16）。大患難時代は、食
物と水の

ききん

飢饉、太陽の炎熱による苦し
みなどが、封印、ラッパ、そして鉢の
災難で起こります。徐々に過酷になる
これらのことから解放されたのです。

「御座の正面におられる小羊が、彼らの
牧者となり、いのちの水の泉に導いて
くださるからです」（7:17）

ヨハネの福音書4章14節で、「しか
し、わたしが与える水を飲む者はだれ
でも、決して渇くことがありません。
わたしが与える水は、その人のうちで
泉となり、永遠のいのちへの水がわき
出ます」とイエス様がおっしゃったみこ
とばの実現です。「神は彼らの目の涙を
すっかりぬぐい取ってくださるのです」

（黙7:17）という、最高の平安と喜びの
世界です。皆様と教会の上に大いなる
祝福がありますよう心からお祈りして
います。

黙示録6章15節から17節、「地上の
王、高 官、千 人 隊 長、金 持 ち、勇 者、
あらゆる奴隷と自由人が、ほら穴と山
の岩間に隠れ、山や岩に向かってこう
言った。『私たちの上に倒れかかって、
御座にある方の御顔と小羊の怒りとか
ら、私たちをかくまってくれ。御怒り
の大いなる日が来たのだ。だれがそれ
に耐えられよう』」

「地上の王、高官、千人隊長、金持ち、
勇者、あらゆる奴隷と自由人」（6:15）
これは、すべての人々を指しています。
彼らは皆、山や岩に向かって、自分た
ちを「かくまってくれ」と懇願している
のです。かくまってほしい理由は、「御
座にある方の御顔と小羊の怒り」が始
まっているからです。

「御怒りの大いなる日が来たのだ」
（6:17）と、聖書の神様の大いなる日で
ある大患難時代が来たのだ、と彼らは
言っていますが、悔い改める姿はあり
ません。なぜ、聖書の神様を信じてい
ない人々が、「神様の大いなる日が来
た」ということを知っているのでしょう
か。それは、人々は聖書を学ぶことが
嫌いですが、預言のことを学ぶのが大
好きだからです。聖書に語られている
預言が次々と成就しているので、信者
ではない人たちも、聖書の預言を調べ
始めるのです。そのために、黙示録は
預言の成就の一つ一つに番号を付けて
いるのだと思われます。悔い改めない
人々がたくさんいますが、その中の数
えきれない人々が悔い改めて、天国に
到着しています。

この人々は旧約聖書が土台で、メシア・
イエスの啓示をパウロのように受ける
人々です。パウロの時代には、新約聖
書はありませんでした。しかし、天か
らの啓示によってイエス・キリストの
奥義をしっかりと握り締め、新約聖書
のほとんどを書いたのがパウロです。

この14万4千人のイスラエル人は、
あらゆる国に住んでいて、それぞれの
国の言葉を語ることができる人々で、
その国のしきたりも知っている人々で
す。この人々はパウロのように力強く
伝道し、全世界にリバイバルをもたら
します。例えば、日本には長年住み付
いているユダヤ人が千人ほどいます。
その中から日本のために伝道する人々
が選ばれます。彼らは日本語も日本人
の性格もしきたりもよく知っていて、
日本人に一番適した伝道をします。宣
教師が、まずは宣教地でその国の言葉
としきたりを覚えなければならないと
いう時間が不要になるのです。この
人々は、旧約聖書が土台で、イエス・
キリストの啓示を神様から授かり、全
世界にリバイバルをもたらします。

黙示録7章9節から12節、「その後、
私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから、だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた。彼らは、
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られます。大患難時代には暗闇が5回
に渡って起こります。

① ヨエル書2章31節では、「主の大い
なる恐るべき日が来る前に、太陽は
やみとなり、月は血に変わる」と書
かれており、大患難時代が始まる前
にこれが起こります。

② 今、学んでいる黙示録6章12節で、
大患難時代の初めの4分の1の所で
起こります。

③ 黙示録9章2節で、大患難時代の中
間に起こります。

④ 黙示録16章10節で、大患難時代の
4分の3の所で起こります。

⑤ マタイの福音書24章29節で、ご再
臨の直前に起こります。

「太陽は毛の荒布のように黒くなり、月
の全面が血のようになった」（黙6:12）
と言うのは、太陽は日食で、月が月食

第六の封印
黙示録6章12節から14節、「私は見

た。小羊が第六の封印を解いたとき、
大きな地震が起こった。そして、太陽
は毛の荒布のように黒くなり、月の全
面が血のようになった。そして天の星
が地上に落ちた。それは、いちじくが、
大風に揺られて、青い実を振り落とす
ようであった。天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり、すべての山
や島がその場所から移された」

第六の封印が解かれると、「大きな地
震が起こった」のです。この第六の封印
の災難が、封印最後の災難です。第七
の封印は、いよいよ巻物の中身を見る
ことができる封印です。この最後の封
印では、想像を絶する災難が大患難時
代の終わりまで続くのです。「太陽は毛
の荒布のように黒くなり」とは、大地震
が起こり、かつ暗闇に覆われると考え

「印を押された人々の数を聞くと、イ
スラエルの子孫のあらゆる部族の者が
印を押されていて、十四万四千人で
あった」（7:4）と書かれています。大患
難時代に、特別な主のしもべとなって
働きをする、イスラエルのあらゆる部
族が選ばれています。この聖書の箇所
を見ると「十部族は失われたのではない
のか」と思って、おかしいと思う方もい
るかもしれません。確かに、イスラエ
ルの12部族で失われている部族もいま
すが、全部ではありません。

BC922年ごろに、イスラエル王国は、
北イスラエルと南ユダに分裂しました。
南ユダは、ユダ族、ベニヤミン族、シ

黙示録7章4節から8節、「それから
私が、印を押された人々の数を聞くと、
イスラエルの子孫のあらゆる部族の者
が印を押されていて、十四万四千人で
あった。ユダの部族で印を押された者
が一万二千人、ルベンの部族で一万二
千人、ガドの部族で一万二千人、アセ
ルの部族で一万二千人、ナフタリの部
族で一万二千人、マナセの部族で一万
二千人、シメオンの部族で一万二千人、
レビの部族で一万二千人、イッサカル
の部族で一万二千人、ゼブルンの部族
で一万二千人、ヨセフの部族で一万二
千人、ベニヤミンの部族で一万二千人、
印を押された者がいた」

インドにいたマナセ族がイスラエルへ移民（2007）。
「ブネイ・メナシェ（＝メナシェの子どもたち）」と呼ばれている

スニールストリーム自然保護区。ヨルダン川支流の中で最も長い支流

終末の伝道師たち
黙 示 録7章1節 か ら3節、「こ の 後、

私は見た。四人の御使いが地の四隅に
立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた。また私は見た。
もうひとりの御使いが、生ける神の印
を持って、日の出るほうから上って来
た。彼は、地をも海をもそこなう権威
を与えられた四人の御使いたちに、大
声で叫んで言った。『私たちが神のしも
べたちの額に印を押してしまうまで、
地にも海にも木にも害を与えてはいけ
ない』」

「私は見た。四人の御使いが地の四隅
に立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた」（7:1）。ここで、
地の四隅と地の四方ということばが出
てきています。これは、これから起こ
る事が全世界に起こる事を表していま
す。全世界に向けて吹こうとしている
風を吹きつけないように、4人の御使い
が押さえています。
「もうひとりの御使いが、生ける神の
印を持って、日の出るほうから上って
来た」（7:2）と書かれています。日の出
るほうは東です。聖書で東を指してい
るのは、中東から見ての東です。東の
果ての日本のことを指しているのでは
なく、メソポタミアやインドの方角を
指しています。この東から来る御使い
が、生ける神の印を持っています。「私
たちが神のしもべたちの額に印を押し
てしまうまで、地にも海にも木にも害
を与えてはいけない」と「選ばれた神の
しもべに印を押してしまうまで、激し
い風を吹きつける大患難を始めてはい
けません」と言っていると考えられます。

封印の学びをして、第六の封印で7
年の大患難の4分の1が終わりました。
そしてこの時点で挿入されるべき事柄
があります。それは、「大患難時代に特
別な働きをする神様のしもべが選ばれ
ている」ということなのです。

黙示録7章17節

御座の正面におられる小羊が、彼らの牧者となり、
いのちの水の泉に導いてくださるからです

にある状況ですが、これらが同時に起
こる事は自然界ではあり得ません。「そ
して天の星が地上に落ちた。それは、
いちじくが、大風に揺られて、青い実を
振り落とすようであった」（6:13）と言
うのは、

いんせき

隕石のような物が落ちてくる
のだと考えられます。

ヨハネが黙示録を書いたAD95年ご
ろの時代に、多くのミサイルが飛来す
る幻をヨハネが見たのなら、このよう
な表現を記すほかなかっただろうと思
います。これはまだ、「赤い馬」（6:4）
として現れた世界大戦が、この時も続
いているのではないかと考えさせられ
ます。そして、「天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり」（6:14）と言
う記述は、恐らく広島に原爆が投下さ
れた時のキノコ雲のように、空が、巻
物が巻かれていくように消えて行った
ような現象を表していたのかも知れま
せん。

また、かつて全世界で、「すべての山
や島がその場所から移された」（6:14）
というような考えられない激しい大地
震が起こったことは、これまで見聞き
したことがありません。しかし、この
箇所では「すべての山や島」と言ってい
ますから、全地で起こるのでしょう。
ここで語られている光景ほどに、全地
を揺るがす恐ろしい地震は聞いたこと
がありません。また、驚くことに、人々
はこれらが神罰であることを知ってい
る様子なのです。

第五の封印
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）6章
9節から11節をお読みします。「小羊が
第五の封印を解いたとき、私は、神の
ことばと、自分たちが立てたあかしと
のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な
る、真実な主よ。いつまでさ
ばきを行わず、地に住む者
に私たちの血の復讐をなさ
らないのですか。』すると、
彼らのひとりひとりに白い
衣が与えられた。そして彼
らは、『あなたがたと同じ
しもべ、また兄弟たちで、
あなたがたと同じように殺
されるはずの人々の数が満ち
るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国
の様子が現れます。
「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の
たましいが祭壇の下にいるのを見た」

（黙6:9）とヨハネは言っています。大患
難時代には、世界統一を実現させる組
織が起こります。それらは宗教、経済、

ちの血の復讐をなさらないのですか」
（黙6:10）と、主の大いなる裁きの日が、
すでに訪れているのに、まだ終わらな
いのですか、と殉教者たちが主に訴え
ています。

黙示録17章6節では、異端宗教の象
徴である大淫婦の大バビロンが出て

きますが、「私（ヨハネ）はこの
女（大淫婦）が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に
酔っているのを見た」と書か
れています。これは、かつ
てないほどの殉教者が出る
大患難時代を表わしていま
す。20世紀に出た殉教者
の数は、19世紀までに出
た全殉教者の数よりも多い

と言われています。「あなた
がたと同じしもべ、また兄弟

たちで、あなたがたと同じよう
に殺されるはずの人々が満ちるま

で」（黙6:11）というのは、まだまだ
救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7章9節では、「だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた」とヨハネが
言うほどに、多くの人々が救われて殉
教し、主の御座の前に立っています。

政治の三つを統一させるものであると
考えられます。そしてこの世界統一に
反対する者や神様を信じる者たちは、
世界平和を妨げる反逆者であると見な
され、殺されていきます。

一方、天の祭壇の下には多くの殉教
者たちの祈りが届いています。「いつま
でさばきを行わず、地に住む者に私た

メオン族、そしてレビ族が加わりまし
た。その他の部族は北イスラエルに付
きました。しかし、神殿がユダ族側に
ありましたから、多くの北イスラエル
がユダ側に付きました（Ⅱ歴代15:9、
30:18)。

初代教会で大活躍したパウロはベニ
ヤミン族であったと、ローマ人への手
紙11章1節で記されています。そして、
神殿があった南ユダに、北イスラエル
の人々が引っ越ししてきています。皆
様ご存知のリーバイスのジーパンは、
レビ族の人々によってつくられています。

しかし、失われている部族もあって、
近年、インドでマナセ族が見付かり、
DNA鑑定でユダヤ人との血のつながり
があることが判明して、イスラエルに
移民してきています。

ユダヤ人と呼ばれている人々の中に
は、自分が何族か知らない人が多くい
ますが、知っている人もいるのです。
私は18年間イスラエルに住んでいまし
たが、多くの部族の人々と出会いまし
た。未来の出来事である黙示録7章に、
各部族の名が記されていることからも、
12部族が失われていないことが分かり
ます。

イスラエルの12部族の中から、パウ
ロのように力強い伝道師となる人々が、
世界の四隅である全世界で選ばれます。

大声で叫んで言った。『救いは、御座に
ある私たちの神にあり、小羊にある。』
御使いたちはみな、御座と長老たちと
四つの生き物との回りに立っていたが、
彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、
言った。『アーメン。賛美と栄光と知恵
と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私
たちの神にあるように。アーメン』」

「その後、私は見た」（7:9）の「その後」
と言うのは、イスラエルの12部族から
14万4千人に印が押された後のことを
語っています。「あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから」（7:9）とは、イ
スラエルの民ではなく異邦人のことで
す。この伝道師たちの働きによって救
われた人々です。

創世記12章3節で、アブラハムを通
して、「地上のすべての民族は、あなた
によって祝福される」と言われたみこと
ばの成就が最後まで続きます。「数えき
れぬほどの大ぜいの群衆」（7:9）は、大
勢の救われた異邦人のことです。彼ら
は、「白い衣を着、しゅろの枝を手に
持って、御座と小羊との前に立ってい
た」（7:9）のです。大患難時代では、イ
エス・キリストを信じる者のほとんど
が殺されます。皆、殉教して主の前に
立っています。この時代には、聖書や、
聖書に関する本を読んでいるだけでも
殺されるでしょう。これは、イスラム
諸国では既に始まっていることです。

黙示録13章7節に、「彼はまた聖徒
たちに戦いをいどんで打ち勝つことが
許され、また、あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられ
た」と書かれています。ここで語られて
いる聖徒は、教会の聖徒ではなく、イ
スラエルの民と大患難時代に救われて
いる聖徒たちです。これは反キリスト
が世界中の人々を支配し、その上、聖
書の神様を信じる者たちに打ち勝つこ
とが預言されています。信者は反キリ
ストとその配下にいる者に勝てず、殉
教します。7章10節で、「彼らは、大声
で叫んで言った。『救いは、御座にある
私たちの神にあり、小羊にある』」と殉
教者たちが主をほめたたえています。
そして、「御使いたちはみな、御座と長
老たちと四つの生き物との回りに立っ
ていた」（7:11）とあり、天にいる多く
の者たちも殉教者たちと共に主をほめ
たたえています。

黙示録7章13節から17節、「長老の
ひとりが私に話しかけて、『白い衣を着
ているこの人たちは、いったいだれです
か。どこから来たのですか』と言った。
そこで、私は、『主よ。あなたこそ、ご
存じです』と言った。すると、彼は私に
こう言った。『彼らは、大きな患難から
抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の
血で洗って、白くしたのです。だから彼
らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜
も、神に仕えているのです。そして、御
座に着いておられる方も、彼らの上に幕
屋を張られるのです。彼らはもはや、飢
えることもなく、渇くこともなく、太陽
もどんな炎熱も彼らを打つことはありま
せん。なぜなら、御座の正面におられる
小羊が、彼らの牧者となり、いのちの水
の泉に導いてくださるからです。また、
神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取っ
てくださるのです』」

天国にいるヨハネに、長老の一人が、
「白い衣を着ているこの人たちは、いっ
たいだれですか。どこから来たのです
か」（7:13）と言っています。長老は、

「彼らは、大きな患難から抜け出て来た
者たちで、その衣を小羊の血で洗って、
白くしたのです」（7:14）と答えていま
す。大患難時代から抜け出るのには、
殉教するしかない様子です。

黙示録14章13節でこう言われてい
ます。「また私は、天からこう言ってい
る声を聞いた。『書きしるせ。「今から
後、主にあって死ぬ死者は幸いであ
る。」』御霊も言われる。『しかり。彼ら
はその労苦から解き放されて休むこと
ができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

世界統一強制支配と、反キリストの
独裁の手から逃れる方法は、死以外に
はないという苦しみの時代です。この
苦しみから解放されたのは、神様が彼
らに勇気を与え、殉教の恐怖を取り除
いて従うことができる力を与えてくだ
さるからでしょう。

黙示録7章15節で、「だから彼らは
神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです」と、絶えない喜
びに満たされています。「彼らはもはや、
飢えることもなく、渇くこともなく、
太陽もどんな炎熱も彼らを打つことは
ありません」（7:16）。大患難時代は、食
物と水の

ききん

飢饉、太陽の炎熱による苦し
みなどが、封印、ラッパ、そして鉢の
災難で起こります。徐々に過酷になる
これらのことから解放されたのです。

「御座の正面におられる小羊が、彼らの
牧者となり、いのちの水の泉に導いて
くださるからです」（7:17）

ヨハネの福音書4章14節で、「しか
し、わたしが与える水を飲む者はだれ
でも、決して渇くことがありません。
わたしが与える水は、その人のうちで
泉となり、永遠のいのちへの水がわき
出ます」とイエス様がおっしゃったみこ
とばの実現です。「神は彼らの目の涙を
すっかりぬぐい取ってくださるのです」

（黙7:17）という、最高の平安と喜びの
世界です。皆様と教会の上に大いなる
祝福がありますよう心からお祈りして
います。

黙示録6章15節から17節、「地上の
王、高 官、千 人 隊 長、金 持 ち、勇 者、
あらゆる奴隷と自由人が、ほら穴と山
の岩間に隠れ、山や岩に向かってこう
言った。『私たちの上に倒れかかって、
御座にある方の御顔と小羊の怒りとか
ら、私たちをかくまってくれ。御怒り
の大いなる日が来たのだ。だれがそれ
に耐えられよう』」

「地上の王、高官、千人隊長、金持ち、
勇者、あらゆる奴隷と自由人」（6:15）
これは、すべての人々を指しています。
彼らは皆、山や岩に向かって、自分た
ちを「かくまってくれ」と懇願している
のです。かくまってほしい理由は、「御
座にある方の御顔と小羊の怒り」が始
まっているからです。

「御怒りの大いなる日が来たのだ」
（6:17）と、聖書の神様の大いなる日で
ある大患難時代が来たのだ、と彼らは
言っていますが、悔い改める姿はあり
ません。なぜ、聖書の神様を信じてい
ない人々が、「神様の大いなる日が来
た」ということを知っているのでしょう
か。それは、人々は聖書を学ぶことが
嫌いですが、預言のことを学ぶのが大
好きだからです。聖書に語られている
預言が次々と成就しているので、信者
ではない人たちも、聖書の預言を調べ
始めるのです。そのために、黙示録は
預言の成就の一つ一つに番号を付けて
いるのだと思われます。悔い改めない
人々がたくさんいますが、その中の数
えきれない人々が悔い改めて、天国に
到着しています。

この人々は旧約聖書が土台で、メシア・
イエスの啓示をパウロのように受ける
人々です。パウロの時代には、新約聖
書はありませんでした。しかし、天か
らの啓示によってイエス・キリストの
奥義をしっかりと握り締め、新約聖書
のほとんどを書いたのがパウロです。

この14万4千人のイスラエル人は、
あらゆる国に住んでいて、それぞれの
国の言葉を語ることができる人々で、
その国のしきたりも知っている人々で
す。この人々はパウロのように力強く
伝道し、全世界にリバイバルをもたら
します。例えば、日本には長年住み付
いているユダヤ人が千人ほどいます。
その中から日本のために伝道する人々
が選ばれます。彼らは日本語も日本人
の性格もしきたりもよく知っていて、
日本人に一番適した伝道をします。宣
教師が、まずは宣教地でその国の言葉
としきたりを覚えなければならないと
いう時間が不要になるのです。この
人々は、旧約聖書が土台で、イエス・
キリストの啓示を神様から授かり、全
世界にリバイバルをもたらします。

黙示録7章9節から12節、「その後、
私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから、だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた。彼らは、

(C)Israel 21C Photo:Yehoshua Halevi
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られます。大患難時代には暗闇が5回
に渡って起こります。

① ヨエル書2章31節では、「主の大い
なる恐るべき日が来る前に、太陽は
やみとなり、月は血に変わる」と書
かれており、大患難時代が始まる前
にこれが起こります。

② 今、学んでいる黙示録6章12節で、
大患難時代の初めの4分の1の所で
起こります。

③ 黙示録9章2節で、大患難時代の中
間に起こります。

④ 黙示録16章10節で、大患難時代の
4分の3の所で起こります。

⑤ マタイの福音書24章29節で、ご再
臨の直前に起こります。

「太陽は毛の荒布のように黒くなり、月
の全面が血のようになった」（黙6:12）
と言うのは、太陽は日食で、月が月食

第六の封印
黙示録6章12節から14節、「私は見

た。小羊が第六の封印を解いたとき、
大きな地震が起こった。そして、太陽
は毛の荒布のように黒くなり、月の全
面が血のようになった。そして天の星
が地上に落ちた。それは、いちじくが、
大風に揺られて、青い実を振り落とす
ようであった。天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり、すべての山
や島がその場所から移された」

第六の封印が解かれると、「大きな地
震が起こった」のです。この第六の封印
の災難が、封印最後の災難です。第七
の封印は、いよいよ巻物の中身を見る
ことができる封印です。この最後の封
印では、想像を絶する災難が大患難時
代の終わりまで続くのです。「太陽は毛
の荒布のように黒くなり」とは、大地震
が起こり、かつ暗闇に覆われると考え

「印を押された人々の数を聞くと、イ
スラエルの子孫のあらゆる部族の者が
印を押されていて、十四万四千人で
あった」（7:4）と書かれています。大患
難時代に、特別な主のしもべとなって
働きをする、イスラエルのあらゆる部
族が選ばれています。この聖書の箇所
を見ると「十部族は失われたのではない
のか」と思って、おかしいと思う方もい
るかもしれません。確かに、イスラエ
ルの12部族で失われている部族もいま
すが、全部ではありません。

BC922年ごろに、イスラエル王国は、
北イスラエルと南ユダに分裂しました。
南ユダは、ユダ族、ベニヤミン族、シ

黙示録7章4節から8節、「それから
私が、印を押された人々の数を聞くと、
イスラエルの子孫のあらゆる部族の者
が印を押されていて、十四万四千人で
あった。ユダの部族で印を押された者
が一万二千人、ルベンの部族で一万二
千人、ガドの部族で一万二千人、アセ
ルの部族で一万二千人、ナフタリの部
族で一万二千人、マナセの部族で一万
二千人、シメオンの部族で一万二千人、
レビの部族で一万二千人、イッサカル
の部族で一万二千人、ゼブルンの部族
で一万二千人、ヨセフの部族で一万二
千人、ベニヤミンの部族で一万二千人、
印を押された者がいた」

インドにいたマナセ族がイスラエルへ移民（2007）。
「ブネイ・メナシェ（＝メナシェの子どもたち）」と呼ばれている

スニールストリーム自然保護区。ヨルダン川支流の中で最も長い支流

終末の伝道師たち
黙 示 録7章1節 か ら3節、「こ の 後、

私は見た。四人の御使いが地の四隅に
立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた。また私は見た。
もうひとりの御使いが、生ける神の印
を持って、日の出るほうから上って来
た。彼は、地をも海をもそこなう権威
を与えられた四人の御使いたちに、大
声で叫んで言った。『私たちが神のしも
べたちの額に印を押してしまうまで、
地にも海にも木にも害を与えてはいけ
ない』」

「私は見た。四人の御使いが地の四隅
に立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた」（7:1）。ここで、
地の四隅と地の四方ということばが出
てきています。これは、これから起こ
る事が全世界に起こる事を表していま
す。全世界に向けて吹こうとしている
風を吹きつけないように、4人の御使い
が押さえています。
「もうひとりの御使いが、生ける神の
印を持って、日の出るほうから上って
来た」（7:2）と書かれています。日の出
るほうは東です。聖書で東を指してい
るのは、中東から見ての東です。東の
果ての日本のことを指しているのでは
なく、メソポタミアやインドの方角を
指しています。この東から来る御使い
が、生ける神の印を持っています。「私
たちが神のしもべたちの額に印を押し
てしまうまで、地にも海にも木にも害
を与えてはいけない」と「選ばれた神の
しもべに印を押してしまうまで、激し
い風を吹きつける大患難を始めてはい
けません」と言っていると考えられます。

封印の学びをして、第六の封印で7
年の大患難の4分の1が終わりました。
そしてこの時点で挿入されるべき事柄
があります。それは、「大患難時代に特
別な働きをする神様のしもべが選ばれ
ている」ということなのです。

黙示録7章17節

御座の正面におられる小羊が、彼らの牧者となり、
いのちの水の泉に導いてくださるからです

にある状況ですが、これらが同時に起
こる事は自然界ではあり得ません。「そ
して天の星が地上に落ちた。それは、
いちじくが、大風に揺られて、青い実を
振り落とすようであった」（6:13）と言
うのは、

いんせき

隕石のような物が落ちてくる
のだと考えられます。

ヨハネが黙示録を書いたAD95年ご
ろの時代に、多くのミサイルが飛来す
る幻をヨハネが見たのなら、このよう
な表現を記すほかなかっただろうと思
います。これはまだ、「赤い馬」（6:4）
として現れた世界大戦が、この時も続
いているのではないかと考えさせられ
ます。そして、「天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり」（6:14）と言
う記述は、恐らく広島に原爆が投下さ
れた時のキノコ雲のように、空が、巻
物が巻かれていくように消えて行った
ような現象を表していたのかも知れま
せん。

また、かつて全世界で、「すべての山
や島がその場所から移された」（6:14）
というような考えられない激しい大地
震が起こったことは、これまで見聞き
したことがありません。しかし、この
箇所では「すべての山や島」と言ってい
ますから、全地で起こるのでしょう。
ここで語られている光景ほどに、全地
を揺るがす恐ろしい地震は聞いたこと
がありません。また、驚くことに、人々
はこれらが神罰であることを知ってい
る様子なのです。

第五の封印
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）6章
9節から11節をお読みします。「小羊が
第五の封印を解いたとき、私は、神の
ことばと、自分たちが立てたあかしと
のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な
る、真実な主よ。いつまでさ
ばきを行わず、地に住む者
に私たちの血の復讐をなさ
らないのですか。』すると、
彼らのひとりひとりに白い
衣が与えられた。そして彼
らは、『あなたがたと同じ
しもべ、また兄弟たちで、
あなたがたと同じように殺
されるはずの人々の数が満ち
るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国
の様子が現れます。
「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の
たましいが祭壇の下にいるのを見た」

（黙6:9）とヨハネは言っています。大患
難時代には、世界統一を実現させる組
織が起こります。それらは宗教、経済、

ちの血の復讐をなさらないのですか」
（黙6:10）と、主の大いなる裁きの日が、
すでに訪れているのに、まだ終わらな
いのですか、と殉教者たちが主に訴え
ています。

黙示録17章6節では、異端宗教の象
徴である大淫婦の大バビロンが出て

きますが、「私（ヨハネ）はこの
女（大淫婦）が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に
酔っているのを見た」と書か
れています。これは、かつ
てないほどの殉教者が出る
大患難時代を表わしていま
す。20世紀に出た殉教者
の数は、19世紀までに出
た全殉教者の数よりも多い

と言われています。「あなた
がたと同じしもべ、また兄弟

たちで、あなたがたと同じよう
に殺されるはずの人々が満ちるま

で」（黙6:11）というのは、まだまだ
救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7章9節では、「だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた」とヨハネが
言うほどに、多くの人々が救われて殉
教し、主の御座の前に立っています。

政治の三つを統一させるものであると
考えられます。そしてこの世界統一に
反対する者や神様を信じる者たちは、
世界平和を妨げる反逆者であると見な
され、殺されていきます。

一方、天の祭壇の下には多くの殉教
者たちの祈りが届いています。「いつま
でさばきを行わず、地に住む者に私た

メオン族、そしてレビ族が加わりまし
た。その他の部族は北イスラエルに付
きました。しかし、神殿がユダ族側に
ありましたから、多くの北イスラエル
がユダ側に付きました（Ⅱ歴代15:9、
30:18)。

初代教会で大活躍したパウロはベニ
ヤミン族であったと、ローマ人への手
紙11章1節で記されています。そして、
神殿があった南ユダに、北イスラエル
の人々が引っ越ししてきています。皆
様ご存知のリーバイスのジーパンは、
レビ族の人々によってつくられています。

しかし、失われている部族もあって、
近年、インドでマナセ族が見付かり、
DNA鑑定でユダヤ人との血のつながり
があることが判明して、イスラエルに
移民してきています。

ユダヤ人と呼ばれている人々の中に
は、自分が何族か知らない人が多くい
ますが、知っている人もいるのです。
私は18年間イスラエルに住んでいまし
たが、多くの部族の人々と出会いまし
た。未来の出来事である黙示録7章に、
各部族の名が記されていることからも、
12部族が失われていないことが分かり
ます。

イスラエルの12部族の中から、パウ
ロのように力強い伝道師となる人々が、
世界の四隅である全世界で選ばれます。

大声で叫んで言った。『救いは、御座に
ある私たちの神にあり、小羊にある。』
御使いたちはみな、御座と長老たちと
四つの生き物との回りに立っていたが、
彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、
言った。『アーメン。賛美と栄光と知恵
と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私
たちの神にあるように。アーメン』」

「その後、私は見た」（7:9）の「その後」
と言うのは、イスラエルの12部族から
14万4千人に印が押された後のことを
語っています。「あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから」（7:9）とは、イ
スラエルの民ではなく異邦人のことで
す。この伝道師たちの働きによって救
われた人々です。

創世記12章3節で、アブラハムを通
して、「地上のすべての民族は、あなた
によって祝福される」と言われたみこと
ばの成就が最後まで続きます。「数えき
れぬほどの大ぜいの群衆」（7:9）は、大
勢の救われた異邦人のことです。彼ら
は、「白い衣を着、しゅろの枝を手に
持って、御座と小羊との前に立ってい
た」（7:9）のです。大患難時代では、イ
エス・キリストを信じる者のほとんど
が殺されます。皆、殉教して主の前に
立っています。この時代には、聖書や、
聖書に関する本を読んでいるだけでも
殺されるでしょう。これは、イスラム
諸国では既に始まっていることです。

黙示録13章7節に、「彼はまた聖徒
たちに戦いをいどんで打ち勝つことが
許され、また、あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられ
た」と書かれています。ここで語られて
いる聖徒は、教会の聖徒ではなく、イ
スラエルの民と大患難時代に救われて
いる聖徒たちです。これは反キリスト
が世界中の人々を支配し、その上、聖
書の神様を信じる者たちに打ち勝つこ
とが預言されています。信者は反キリ
ストとその配下にいる者に勝てず、殉
教します。7章10節で、「彼らは、大声
で叫んで言った。『救いは、御座にある
私たちの神にあり、小羊にある』」と殉
教者たちが主をほめたたえています。
そして、「御使いたちはみな、御座と長
老たちと四つの生き物との回りに立っ
ていた」（7:11）とあり、天にいる多く
の者たちも殉教者たちと共に主をほめ
たたえています。

黙示録7章13節から17節、「長老の
ひとりが私に話しかけて、『白い衣を着
ているこの人たちは、いったいだれです
か。どこから来たのですか』と言った。
そこで、私は、『主よ。あなたこそ、ご
存じです』と言った。すると、彼は私に
こう言った。『彼らは、大きな患難から
抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の
血で洗って、白くしたのです。だから彼
らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜
も、神に仕えているのです。そして、御
座に着いておられる方も、彼らの上に幕
屋を張られるのです。彼らはもはや、飢
えることもなく、渇くこともなく、太陽
もどんな炎熱も彼らを打つことはありま
せん。なぜなら、御座の正面におられる
小羊が、彼らの牧者となり、いのちの水
の泉に導いてくださるからです。また、
神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取っ
てくださるのです』」

天国にいるヨハネに、長老の一人が、
「白い衣を着ているこの人たちは、いっ
たいだれですか。どこから来たのです
か」（7:13）と言っています。長老は、

「彼らは、大きな患難から抜け出て来た
者たちで、その衣を小羊の血で洗って、
白くしたのです」（7:14）と答えていま
す。大患難時代から抜け出るのには、
殉教するしかない様子です。

黙示録14章13節でこう言われてい
ます。「また私は、天からこう言ってい
る声を聞いた。『書きしるせ。「今から
後、主にあって死ぬ死者は幸いであ
る。」』御霊も言われる。『しかり。彼ら
はその労苦から解き放されて休むこと
ができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

世界統一強制支配と、反キリストの
独裁の手から逃れる方法は、死以外に
はないという苦しみの時代です。この
苦しみから解放されたのは、神様が彼
らに勇気を与え、殉教の恐怖を取り除
いて従うことができる力を与えてくだ
さるからでしょう。

黙示録7章15節で、「だから彼らは
神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです」と、絶えない喜
びに満たされています。「彼らはもはや、
飢えることもなく、渇くこともなく、
太陽もどんな炎熱も彼らを打つことは
ありません」（7:16）。大患難時代は、食
物と水の

ききん

飢饉、太陽の炎熱による苦し
みなどが、封印、ラッパ、そして鉢の
災難で起こります。徐々に過酷になる
これらのことから解放されたのです。

「御座の正面におられる小羊が、彼らの
牧者となり、いのちの水の泉に導いて
くださるからです」（7:17）

ヨハネの福音書4章14節で、「しか
し、わたしが与える水を飲む者はだれ
でも、決して渇くことがありません。
わたしが与える水は、その人のうちで
泉となり、永遠のいのちへの水がわき
出ます」とイエス様がおっしゃったみこ
とばの実現です。「神は彼らの目の涙を
すっかりぬぐい取ってくださるのです」

（黙7:17）という、最高の平安と喜びの
世界です。皆様と教会の上に大いなる
祝福がありますよう心からお祈りして
います。

黙示録6章15節から17節、「地上の
王、高 官、千 人 隊 長、金 持 ち、勇 者、
あらゆる奴隷と自由人が、ほら穴と山
の岩間に隠れ、山や岩に向かってこう
言った。『私たちの上に倒れかかって、
御座にある方の御顔と小羊の怒りとか
ら、私たちをかくまってくれ。御怒り
の大いなる日が来たのだ。だれがそれ
に耐えられよう』」

「地上の王、高官、千人隊長、金持ち、
勇者、あらゆる奴隷と自由人」（6:15）
これは、すべての人々を指しています。
彼らは皆、山や岩に向かって、自分た
ちを「かくまってくれ」と懇願している
のです。かくまってほしい理由は、「御
座にある方の御顔と小羊の怒り」が始
まっているからです。

「御怒りの大いなる日が来たのだ」
（6:17）と、聖書の神様の大いなる日で
ある大患難時代が来たのだ、と彼らは
言っていますが、悔い改める姿はあり
ません。なぜ、聖書の神様を信じてい
ない人々が、「神様の大いなる日が来
た」ということを知っているのでしょう
か。それは、人々は聖書を学ぶことが
嫌いですが、預言のことを学ぶのが大
好きだからです。聖書に語られている
預言が次々と成就しているので、信者
ではない人たちも、聖書の預言を調べ
始めるのです。そのために、黙示録は
預言の成就の一つ一つに番号を付けて
いるのだと思われます。悔い改めない
人々がたくさんいますが、その中の数
えきれない人々が悔い改めて、天国に
到着しています。

この人々は旧約聖書が土台で、メシア・
イエスの啓示をパウロのように受ける
人々です。パウロの時代には、新約聖
書はありませんでした。しかし、天か
らの啓示によってイエス・キリストの
奥義をしっかりと握り締め、新約聖書
のほとんどを書いたのがパウロです。

この14万4千人のイスラエル人は、
あらゆる国に住んでいて、それぞれの
国の言葉を語ることができる人々で、
その国のしきたりも知っている人々で
す。この人々はパウロのように力強く
伝道し、全世界にリバイバルをもたら
します。例えば、日本には長年住み付
いているユダヤ人が千人ほどいます。
その中から日本のために伝道する人々
が選ばれます。彼らは日本語も日本人
の性格もしきたりもよく知っていて、
日本人に一番適した伝道をします。宣
教師が、まずは宣教地でその国の言葉
としきたりを覚えなければならないと
いう時間が不要になるのです。この
人々は、旧約聖書が土台で、イエス・
キリストの啓示を神様から授かり、全
世界にリバイバルをもたらします。

黙示録7章9節から12節、「その後、
私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから、だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた。彼らは、
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られます。大患難時代には暗闇が5回
に渡って起こります。

① ヨエル書2章31節では、「主の大い
なる恐るべき日が来る前に、太陽は
やみとなり、月は血に変わる」と書
かれており、大患難時代が始まる前
にこれが起こります。

② 今、学んでいる黙示録6章12節で、
大患難時代の初めの4分の1の所で
起こります。

③ 黙示録9章2節で、大患難時代の中
間に起こります。

④ 黙示録16章10節で、大患難時代の
4分の3の所で起こります。

⑤ マタイの福音書24章29節で、ご再
臨の直前に起こります。

「太陽は毛の荒布のように黒くなり、月
の全面が血のようになった」（黙6:12）
と言うのは、太陽は日食で、月が月食

第六の封印
黙示録6章12節から14節、「私は見

た。小羊が第六の封印を解いたとき、
大きな地震が起こった。そして、太陽
は毛の荒布のように黒くなり、月の全
面が血のようになった。そして天の星
が地上に落ちた。それは、いちじくが、
大風に揺られて、青い実を振り落とす
ようであった。天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり、すべての山
や島がその場所から移された」

第六の封印が解かれると、「大きな地
震が起こった」のです。この第六の封印
の災難が、封印最後の災難です。第七
の封印は、いよいよ巻物の中身を見る
ことができる封印です。この最後の封
印では、想像を絶する災難が大患難時
代の終わりまで続くのです。「太陽は毛
の荒布のように黒くなり」とは、大地震
が起こり、かつ暗闇に覆われると考え

「印を押された人々の数を聞くと、イ
スラエルの子孫のあらゆる部族の者が
印を押されていて、十四万四千人で
あった」（7:4）と書かれています。大患
難時代に、特別な主のしもべとなって
働きをする、イスラエルのあらゆる部
族が選ばれています。この聖書の箇所
を見ると「十部族は失われたのではない
のか」と思って、おかしいと思う方もい
るかもしれません。確かに、イスラエ
ルの12部族で失われている部族もいま
すが、全部ではありません。

BC922年ごろに、イスラエル王国は、
北イスラエルと南ユダに分裂しました。
南ユダは、ユダ族、ベニヤミン族、シ

黙示録7章4節から8節、「それから
私が、印を押された人々の数を聞くと、
イスラエルの子孫のあらゆる部族の者
が印を押されていて、十四万四千人で
あった。ユダの部族で印を押された者
が一万二千人、ルベンの部族で一万二
千人、ガドの部族で一万二千人、アセ
ルの部族で一万二千人、ナフタリの部
族で一万二千人、マナセの部族で一万
二千人、シメオンの部族で一万二千人、
レビの部族で一万二千人、イッサカル
の部族で一万二千人、ゼブルンの部族
で一万二千人、ヨセフの部族で一万二
千人、ベニヤミンの部族で一万二千人、
印を押された者がいた」

インドにいたマナセ族がイスラエルへ移民（2007）。
「ブネイ・メナシェ（＝メナシェの子どもたち）」と呼ばれている

スニールストリーム自然保護区。ヨルダン川支流の中で最も長い支流

終末の伝道師たち
黙 示 録7章1節 か ら3節、「こ の 後、

私は見た。四人の御使いが地の四隅に
立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた。また私は見た。
もうひとりの御使いが、生ける神の印
を持って、日の出るほうから上って来
た。彼は、地をも海をもそこなう権威
を与えられた四人の御使いたちに、大
声で叫んで言った。『私たちが神のしも
べたちの額に印を押してしまうまで、
地にも海にも木にも害を与えてはいけ
ない』」

「私は見た。四人の御使いが地の四隅
に立って、地の四方の風を堅く押さえ、
地にも海にもどんな木にも、吹きつけ
ないようにしていた」（7:1）。ここで、
地の四隅と地の四方ということばが出
てきています。これは、これから起こ
る事が全世界に起こる事を表していま
す。全世界に向けて吹こうとしている
風を吹きつけないように、4人の御使い
が押さえています。
「もうひとりの御使いが、生ける神の
印を持って、日の出るほうから上って
来た」（7:2）と書かれています。日の出
るほうは東です。聖書で東を指してい
るのは、中東から見ての東です。東の
果ての日本のことを指しているのでは
なく、メソポタミアやインドの方角を
指しています。この東から来る御使い
が、生ける神の印を持っています。「私
たちが神のしもべたちの額に印を押し
てしまうまで、地にも海にも木にも害
を与えてはいけない」と「選ばれた神の
しもべに印を押してしまうまで、激し
い風を吹きつける大患難を始めてはい
けません」と言っていると考えられます。

封印の学びをして、第六の封印で7
年の大患難の4分の1が終わりました。
そしてこの時点で挿入されるべき事柄
があります。それは、「大患難時代に特
別な働きをする神様のしもべが選ばれ
ている」ということなのです。

黙示録7章17節

御座の正面におられる小羊が、彼らの牧者となり、
いのちの水の泉に導いてくださるからです

にある状況ですが、これらが同時に起
こる事は自然界ではあり得ません。「そ
して天の星が地上に落ちた。それは、
いちじくが、大風に揺られて、青い実を
振り落とすようであった」（6:13）と言
うのは、

いんせき

隕石のような物が落ちてくる
のだと考えられます。

ヨハネが黙示録を書いたAD95年ご
ろの時代に、多くのミサイルが飛来す
る幻をヨハネが見たのなら、このよう
な表現を記すほかなかっただろうと思
います。これはまだ、「赤い馬」（6:4）
として現れた世界大戦が、この時も続
いているのではないかと考えさせられ
ます。そして、「天は、巻き物が巻かれ
るように消えてなくなり」（6:14）と言
う記述は、恐らく広島に原爆が投下さ
れた時のキノコ雲のように、空が、巻
物が巻かれていくように消えて行った
ような現象を表していたのかも知れま
せん。

また、かつて全世界で、「すべての山
や島がその場所から移された」（6:14）
というような考えられない激しい大地
震が起こったことは、これまで見聞き
したことがありません。しかし、この
箇所では「すべての山や島」と言ってい
ますから、全地で起こるのでしょう。
ここで語られている光景ほどに、全地
を揺るがす恐ろしい地震は聞いたこと
がありません。また、驚くことに、人々
はこれらが神罰であることを知ってい
る様子なのです。

第五の封印
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）6章
9節から11節をお読みします。「小羊が
第五の封印を解いたとき、私は、神の
ことばと、自分たちが立てたあかしと
のために殺された人々のたましいが
祭壇の下にいるのを見た。彼ら
は大声で叫んで言った。『聖な
る、真実な主よ。いつまでさ
ばきを行わず、地に住む者
に私たちの血の復讐をなさ
らないのですか。』すると、
彼らのひとりひとりに白い
衣が与えられた。そして彼
らは、『あなたがたと同じ
しもべ、また兄弟たちで、
あなたがたと同じように殺
されるはずの人々の数が満ち
るまで、もうしばらくの間、休
んでいなさい」と言い渡された』」

第五の封印を解くと、一変して天国
の様子が現れます。
「私は、神のことばと、自分たちが立
てたあかしとのために殺された人々の
たましいが祭壇の下にいるのを見た」

（黙6:9）とヨハネは言っています。大患
難時代には、世界統一を実現させる組
織が起こります。それらは宗教、経済、

ちの血の復讐をなさらないのですか」
（黙6:10）と、主の大いなる裁きの日が、
すでに訪れているのに、まだ終わらな
いのですか、と殉教者たちが主に訴え
ています。

黙示録17章6節では、異端宗教の象
徴である大淫婦の大バビロンが出て

きますが、「私（ヨハネ）はこの
女（大淫婦）が、聖徒たちの血
とイエスの証人たちの血に
酔っているのを見た」と書か
れています。これは、かつ
てないほどの殉教者が出る
大患難時代を表わしていま
す。20世紀に出た殉教者
の数は、19世紀までに出
た全殉教者の数よりも多い

と言われています。「あなた
がたと同じしもべ、また兄弟

たちで、あなたがたと同じよう
に殺されるはずの人々が満ちるま

で」（黙6:11）というのは、まだまだ
救われる人々が増えて、殉教者がもっ
と現れることを伝えています。

黙示録7章9節では、「だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた」とヨハネが
言うほどに、多くの人々が救われて殉
教し、主の御座の前に立っています。

政治の三つを統一させるものであると
考えられます。そしてこの世界統一に
反対する者や神様を信じる者たちは、
世界平和を妨げる反逆者であると見な
され、殺されていきます。

一方、天の祭壇の下には多くの殉教
者たちの祈りが届いています。「いつま
でさばきを行わず、地に住む者に私た

メオン族、そしてレビ族が加わりまし
た。その他の部族は北イスラエルに付
きました。しかし、神殿がユダ族側に
ありましたから、多くの北イスラエル
がユダ側に付きました（Ⅱ歴代15:9、
30:18)。

初代教会で大活躍したパウロはベニ
ヤミン族であったと、ローマ人への手
紙11章1節で記されています。そして、
神殿があった南ユダに、北イスラエル
の人々が引っ越ししてきています。皆
様ご存知のリーバイスのジーパンは、
レビ族の人々によってつくられています。

しかし、失われている部族もあって、
近年、インドでマナセ族が見付かり、
DNA鑑定でユダヤ人との血のつながり
があることが判明して、イスラエルに
移民してきています。

ユダヤ人と呼ばれている人々の中に
は、自分が何族か知らない人が多くい
ますが、知っている人もいるのです。
私は18年間イスラエルに住んでいまし
たが、多くの部族の人々と出会いまし
た。未来の出来事である黙示録7章に、
各部族の名が記されていることからも、
12部族が失われていないことが分かり
ます。

イスラエルの12部族の中から、パウ
ロのように力強い伝道師となる人々が、
世界の四隅である全世界で選ばれます。

大声で叫んで言った。『救いは、御座に
ある私たちの神にあり、小羊にある。』
御使いたちはみな、御座と長老たちと
四つの生き物との回りに立っていたが、
彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、
言った。『アーメン。賛美と栄光と知恵
と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私
たちの神にあるように。アーメン』」

「その後、私は見た」（7:9）の「その後」
と言うのは、イスラエルの12部族から
14万4千人に印が押された後のことを
語っています。「あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから」（7:9）とは、イ
スラエルの民ではなく異邦人のことで
す。この伝道師たちの働きによって救
われた人々です。

創世記12章3節で、アブラハムを通
して、「地上のすべての民族は、あなた
によって祝福される」と言われたみこと
ばの成就が最後まで続きます。「数えき
れぬほどの大ぜいの群衆」（7:9）は、大
勢の救われた異邦人のことです。彼ら
は、「白い衣を着、しゅろの枝を手に
持って、御座と小羊との前に立ってい
た」（7:9）のです。大患難時代では、イ
エス・キリストを信じる者のほとんど
が殺されます。皆、殉教して主の前に
立っています。この時代には、聖書や、
聖書に関する本を読んでいるだけでも
殺されるでしょう。これは、イスラム
諸国では既に始まっていることです。

黙示録13章7節に、「彼はまた聖徒
たちに戦いをいどんで打ち勝つことが
許され、また、あらゆる部族、民族、
国語、国民を支配する権威を与えられ
た」と書かれています。ここで語られて
いる聖徒は、教会の聖徒ではなく、イ
スラエルの民と大患難時代に救われて
いる聖徒たちです。これは反キリスト
が世界中の人々を支配し、その上、聖
書の神様を信じる者たちに打ち勝つこ
とが預言されています。信者は反キリ
ストとその配下にいる者に勝てず、殉
教します。7章10節で、「彼らは、大声
で叫んで言った。『救いは、御座にある
私たちの神にあり、小羊にある』」と殉
教者たちが主をほめたたえています。
そして、「御使いたちはみな、御座と長
老たちと四つの生き物との回りに立っ
ていた」（7:11）とあり、天にいる多く
の者たちも殉教者たちと共に主をほめ
たたえています。

黙示録7章13節から17節、「長老の
ひとりが私に話しかけて、『白い衣を着
ているこの人たちは、いったいだれです
か。どこから来たのですか』と言った。
そこで、私は、『主よ。あなたこそ、ご
存じです』と言った。すると、彼は私に
こう言った。『彼らは、大きな患難から
抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の
血で洗って、白くしたのです。だから彼
らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜
も、神に仕えているのです。そして、御
座に着いておられる方も、彼らの上に幕
屋を張られるのです。彼らはもはや、飢
えることもなく、渇くこともなく、太陽
もどんな炎熱も彼らを打つことはありま
せん。なぜなら、御座の正面におられる
小羊が、彼らの牧者となり、いのちの水
の泉に導いてくださるからです。また、
神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取っ
てくださるのです』」

天国にいるヨハネに、長老の一人が、
「白い衣を着ているこの人たちは、いっ
たいだれですか。どこから来たのです
か」（7:13）と言っています。長老は、

「彼らは、大きな患難から抜け出て来た
者たちで、その衣を小羊の血で洗って、
白くしたのです」（7:14）と答えていま
す。大患難時代から抜け出るのには、
殉教するしかない様子です。

黙示録14章13節でこう言われてい
ます。「また私は、天からこう言ってい
る声を聞いた。『書きしるせ。「今から
後、主にあって死ぬ死者は幸いであ
る。」』御霊も言われる。『しかり。彼ら
はその労苦から解き放されて休むこと
ができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

世界統一強制支配と、反キリストの
独裁の手から逃れる方法は、死以外に
はないという苦しみの時代です。この
苦しみから解放されたのは、神様が彼
らに勇気を与え、殉教の恐怖を取り除
いて従うことができる力を与えてくだ
さるからでしょう。

黙示録7章15節で、「だから彼らは
神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです」と、絶えない喜
びに満たされています。「彼らはもはや、
飢えることもなく、渇くこともなく、
太陽もどんな炎熱も彼らを打つことは
ありません」（7:16）。大患難時代は、食
物と水の

ききん

飢饉、太陽の炎熱による苦し
みなどが、封印、ラッパ、そして鉢の
災難で起こります。徐々に過酷になる
これらのことから解放されたのです。

「御座の正面におられる小羊が、彼らの
牧者となり、いのちの水の泉に導いて
くださるからです」（7:17）

ヨハネの福音書4章14節で、「しか
し、わたしが与える水を飲む者はだれ
でも、決して渇くことがありません。
わたしが与える水は、その人のうちで
泉となり、永遠のいのちへの水がわき
出ます」とイエス様がおっしゃったみこ
とばの実現です。「神は彼らの目の涙を
すっかりぬぐい取ってくださるのです」

（黙7:17）という、最高の平安と喜びの
世界です。皆様と教会の上に大いなる
祝福がありますよう心からお祈りして
います。

黙示録6章15節から17節、「地上の
王、高 官、千 人 隊 長、金 持 ち、勇 者、
あらゆる奴隷と自由人が、ほら穴と山
の岩間に隠れ、山や岩に向かってこう
言った。『私たちの上に倒れかかって、
御座にある方の御顔と小羊の怒りとか
ら、私たちをかくまってくれ。御怒り
の大いなる日が来たのだ。だれがそれ
に耐えられよう』」

「地上の王、高官、千人隊長、金持ち、
勇者、あらゆる奴隷と自由人」（6:15）
これは、すべての人々を指しています。
彼らは皆、山や岩に向かって、自分た
ちを「かくまってくれ」と懇願している
のです。かくまってほしい理由は、「御
座にある方の御顔と小羊の怒り」が始
まっているからです。

「御怒りの大いなる日が来たのだ」
（6:17）と、聖書の神様の大いなる日で
ある大患難時代が来たのだ、と彼らは
言っていますが、悔い改める姿はあり
ません。なぜ、聖書の神様を信じてい
ない人々が、「神様の大いなる日が来
た」ということを知っているのでしょう
か。それは、人々は聖書を学ぶことが
嫌いですが、預言のことを学ぶのが大
好きだからです。聖書に語られている
預言が次々と成就しているので、信者
ではない人たちも、聖書の預言を調べ
始めるのです。そのために、黙示録は
預言の成就の一つ一つに番号を付けて
いるのだと思われます。悔い改めない
人々がたくさんいますが、その中の数
えきれない人々が悔い改めて、天国に
到着しています。

この人々は旧約聖書が土台で、メシア・
イエスの啓示をパウロのように受ける
人々です。パウロの時代には、新約聖
書はありませんでした。しかし、天か
らの啓示によってイエス・キリストの
奥義をしっかりと握り締め、新約聖書
のほとんどを書いたのがパウロです。

この14万4千人のイスラエル人は、
あらゆる国に住んでいて、それぞれの
国の言葉を語ることができる人々で、
その国のしきたりも知っている人々で
す。この人々はパウロのように力強く
伝道し、全世界にリバイバルをもたら
します。例えば、日本には長年住み付
いているユダヤ人が千人ほどいます。
その中から日本のために伝道する人々
が選ばれます。彼らは日本語も日本人
の性格もしきたりもよく知っていて、
日本人に一番適した伝道をします。宣
教師が、まずは宣教地でその国の言葉
としきたりを覚えなければならないと
いう時間が不要になるのです。この
人々は、旧約聖書が土台で、イエス・
キリストの啓示を神様から授かり、全
世界にリバイバルをもたらします。

黙示録7章9節から12節、「その後、
私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、
民族、国語のうちから、だれにも数え
きれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣
を着、しゅろの枝を手に持って、御座
と小羊との前に立っていた。彼らは、

(C)Israel 21C Photo:Yehoshua Halevi
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最高の愛を伝える

2021年8月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

昼は昼へ話を伝え夜は夜へ知識を示す。話しもせず語りもせずその声も聞こえない。
しかしその光芒は全地にそのことばは世界の果てまで届いた。
神は天に太陽のために幕屋を設けられた。
花婿のように太陽は部屋から出て勇士のように走路を喜び走る。
天の果てからそれは昇り天の果てまでそれは巡る。その熱から隠れ得るものは何もない。
主のおしえは完全でたましいを生き返らせ主の証しは確かで浅はかな者を賢くする。
主の戒めは真っ直ぐで人の心を喜ばせ主の仰せは清らかで人の目を明るくする。
主からの恐れはきよくとこしえまでも変わらない。
主のさばきはまことでありことごとく正しい。
それらは金よりも多くの純金よりも慕わしく蜜よりも蜜蜂の巣の滴りよりも甘い。

詩篇19篇2～10節

すべての名にまさるイエス・キリストの御名を賛美いたします。
今月は夏のスペシャル特大号として、栄子・スティーブンス師によるヨハネの黙示録シリーズのページを
増やしてお届けします。
また現在、ニュースレターの黙示録シリーズが大変好評を得ており、教会やグループでの学びで用いられ、
部数を増やしてほしいとのご連絡が多くなっております。オメガのニュースレターは発刊以来、有志によって
支えられてきました。無料での配信メール、郵送配布が日本全国へ届けられています。海外発送の対応も
実現しており、心より感謝申し上げます。

神のことばは、永遠に朽ちることのないことばです。そして、神のことばによって、私たち人間の「霊」は
生きる者とされます。イエス・キリストを知ることによって、永遠の命が与えられます。ヨハネの黙示録は、
イエス・キリストの啓示の書です。神の国の完成やイエス・キリストの本質の見えなかった部分が見える
ようになってくる祝福の書簡です。私たちに対する神の愛は、駆け引きが一切ありません。神は、一方的な
無条件の驚くべき最高の愛を御子イエス・キリストを通して、私たちに示してくださいました。
2021年の夏、日本国内においても、全世界的にもまだまだ困難な時を通過していくことが予想されますが、
永遠に変わることのない神の愛と永遠に朽ちることのない神のことばへ、さらに信頼を置き、今月も共に
日本の救い、すべての国々の救いを覚えてとりなし祈ってまいりたいと思います。

「御霊と花嫁が言う。『来てください。』これを聞く者も『来てください』と言いなさい。
渇く者は来なさい。いのちの水が欲しい者は、ただで受けなさい。」

ヨハネの黙示録22章17節
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オメガ・ジャパンはイスラエルを軸とした聖書の学びを通して、
神の国が近づいたことを知らせます。

再臨の備え
救いの実現

神の国の拡大

■オメガビジョン4ステップサイクル

①神のマスタープランを「知る」
創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、
聖書預言の成就を学び、今がどんな「時」なのかを知る。

②国のために「祈る」
神のマスタープランと「時」を知ることにより、教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々の救いのために祈る。

③教会に「つながる」
キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々から召し出された神の民が、真の一致をもって
つながる。

④全世界のすべての人に「伝える」
神のマスタープランをイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという
「再臨の福音」を、全世界のすべての人に伝える。

知る

祈る

つながる

伝える
全世界の
すべての人へ

①

③

②④
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そしてすべての国々の救いのために祈る。

③教会に「つながる」
キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々から召し出された神の民が、真の一致をもって
つながる。

④全世界のすべての人に「伝える」
神のマスタープランをイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという
「再臨の福音」を、全世界のすべての人に伝える。

知る

祈る

つながる

伝える
全世界の
すべての人へ

①

③

②④



10 11

ということです。
同じ楽譜でも、本物の演奏家を通して

聴こえてくるのは、もはや音楽ではなく、
音楽という形をした「愛」なのだという
ことを学んだのです。

栄子・スティーブンス先生の
「演奏」

本物のアーティストがその使命を果た
すことができるように、全てを整え、そ
の舞台を作ること。。その舞台を通して、
人々が幸福の光に導かれる姿を見るこ
との喜び。。プロデューサーとして、私
はそのことに心血を注いできました。

『シャロームイスラエルSeasonⅡ』を始
め、栄子先生とご一緒させていただくす
べてのことが、人生最高レベルと言える
喜びに包まれているのは、そのためだと
感じるのです。生きた時代が違っていて、
マリア・カラスの舞台をつくることはで
きなかったけれど、それ以上の喜び。前
号で書かせていただいた「私の人生で最
も尊い仕事」という表現は、まさにそう
いう思いから出た言葉です。

　　
マリア・カラスが歌う時、舞台から彼

女は消えてしまいます。─携挙されてい
なくなるのではありませんが（笑）─。
そこにいるのは、オペラの登場人物まさ
にその人です。彼女は、他の大歌手が
10人束になっても

かな

敵わないほどのテク
ニックを有していましたが、その特別な
賜物も、自分をひけらかすためには一度

しかし音楽を私にそこまでの存在にし
てくれたのは、究極的にはたった一人の
存在なのです。それは「オペラ史上最
高」、比べる者のない圧倒的な「プリマ・
ドンナ」と呼ばれるマリア・カラスとい
うソプラノ歌手です。（プリマ・ドンナ
はイタリア語で、英語で言えば “ファー
スト・レディ” という意味です。何が
ファーストかといえば、オーケストラの
中で、ファーストということで、つまり、
オーケストラやコーラスを後ろに、ソロ
で歌う役割を担う女性、ということにな
ります）

マリア・カラスが人々に聞き続けられ
る限り、オペラが滅びることはないで
しょう。53歳でこの世を去って50年近
く立つ今も、その録音は世界中で聞き続
けられ、CDの総売り上げはあのロック
グループ ローリング・ストーンズを上
回っているのです。

私は彼女の歌う一つの曲でも、人生で
もう何万回聞いてきたか、想像さえでき
ません。

マリア・カラスのことを唐突にこの原
稿に書かせていただいたのには理由があ
ります。それは、私にとって、なぜマリ
ア・カラスが特別な存在であるのか、そ
のことを思うとき、本質的な意味におい
て、栄子・スティーブンス先生と全く同
じであるからなのです。

学校の音楽の授業でも教えられて
知っていたクラシック音楽の本当の魅
力を、私はカラスに教えてもらいまし
た。同様に聖書という、いわば最高の

「究極の美」であり、「真理」である楽譜
を演奏するプリマ・ドンナであり「アー
ティスト」である。。。この思いは、栄子
先生の、音楽で言えば演奏、聖書的に
言えばティーチングに初めて接した時
から感じたことで、それは今も変わら
ないどころか、ますます深い思いとし
て与えられています。

カラスの音楽を毎日聞いて育った私が、
仕事で出会った韓国人テノール歌手、
べー・チェチョルさんと歩いた人生で得
た尊い気付きがあります。それは「音楽
の最も美しい部分は耳には聴こえない」

よく「まあ、小さい時から高尚な」とか
「高級志向なんですね」とか言われます
が、私にとってはそんな生易しいもので
はなく、生き続けるための酸素ボンベ、
大袈裟に言えば生命維持装置くらいのも
のだったのです。オペラに出会うことが
なければ、私は間違いなく、今地上にい
ません。自ら命を絶っていたと、断言で
きます。もしも仮に、肉体は維持してい
たとしても魂は死んでいたことでしょう。

命とは、肉体のことだけを言うのでは
ない、つくづくそう思います。ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表

音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
とうたろうわじま

イエス・キリストは二度来られる連載

初臨の恵み、再臨の恵み
それを信じた途端に訪れたもの―その5
「イチジクの木に芽が出たら夏が近いことが分かります。その時には、神の御国が近いと知りなさい」（ルカ21:29～31参照）

命の恩人　マリア・カラス、
そして。。。

これまでこの連載原稿の中で、私が子
どもの時からオペラと共に生きてきたこ
とを記しました。複雑な家庭環境、精神
的な苦悩、絶望的な自己の存在…。その
ような中で、クラシック音楽、とりわけ
オペラが唯一私のたましいに呼吸をさせ
てくれたのだと思います。オペラは決し
て裏切られることのない、友人であり、
兄弟であり、憧れの人であり、そして導
き手でもありました。「子どものころか
らオペラを愛してきました」と言うと、

も使ったことはなかったと言われます。
彼女は、音楽をつくった作曲家の望んだ
ことをただただ、ひたすら追い求め、す
べての舞台でその命を捧げ切りました。

私は、栄子・スティーブンスという一
人のアーティストにも、同じ姿を見るの
です。捧げているのは創造主。楽譜を残
した作曲家にインスピレーションを与え、
創造の美を作り出した、真の想像主たる
神、イエス・キリストに対して。

ニューヨークで生まれたギリシャ系ア
メリカ人だった彼女は25歳でイタリア
に渡り、そこでイタリアオペラの魅力を
イタリア人に再発見、再認識させました。
そして10年後、長い間彼女を知らな
かった故郷のニューヨークのメトロポリ
タン・オペラハウスに、世紀のプリマ・
ドンナとして迎えられました。こうして
全世界がオペラの魅力を知ることになっ
たのです。

今、栄子先生もアメリカで、「黙示録」
という聖書の最終幕を演奏する舞台を、
神が用意されました。カラスによってイ
タリア人がオペラを「学んだ」のではな
く、オペラの中にある「愛」を「再発見」
したように、栄子先生の演奏が、黙示録
を通してイエス・キリストの見えなかっ
た「愛」を、人々が見えるよう神が導か
れることを確信しつつ、感謝で皆様と共
に深く祈りたいと思います。

ニューヨークのメトロポリタン・オペラハウス

マリア・カラス

　暑くなりました。毎日のようにゲリラ豪雨があち
らこちらで起こっていますが、東京も間もなく梅雨
が上がるとか・・・。
　あの涼しいカナダで50度を記録するなど、いま
世界で「観測史上初」とか「これまで経験のない」
という表現が毎年繰り返されるほどの異常気象が
次々と起こる状況に、「ローマ人への手紙8章19
～22節」のみことばの通り、被造物である地球と
自然が発する、主のご再臨を待つ「うめきの声」を
聞く思いがします。

　そんな折、栄子・スティーブンス先生がなんとア
メリカで、現地の教会の信徒の方々への「黙示録」
のティーチングを要請されたという、驚くばかりの
ニュースが飛び込んできました。私が身を置いてき
た芸術の世界で例えるならば、イタリア・オペラの
真髄を日本人がイタリア語でイタリア人に説くこと
を依頼される、というようなことで、とてつもないイ
ンパクトに、主を仰ぎ見ながら軽く

めまい

眩暈を覚えまし
た。

にわ

俄かには信じ難いこの状況に、黙示録第1章の
「時が近づいているからである」というみことばを
改めて感じ取るのは、私だけではないでしょう。
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
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シャロームイスラエルシーズン2
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オメガプロジェクト2021
～神のマスタープラン・プロジェクト継続推進～

米国教会とビル＆栄子・スティーブンス夫妻の
米国講演活動の祝福を覚えて。
　7月11日から第１回セミナーがカンザス州トピカの教会で開催
されました。これから終末論を毎週日曜日の大人のサンデースクール
で語られます。語る者と聴く者が、神のみことばによって一つにされ、
主の栄光と臨在の現れ、米国全土に主の祝福と恵みが流れますよう
引き続きお祈りください。

小冊子
『聖書のことばは
その通りになる』
　栄子・スティーブンス著｠

好評発売中！　

TEL＆FAX：06-6777-2117　e-mail：info@omega.or.jp
件名「夏のプレゼント」。本文にお届け先ご住所、お名前、お電話番号の記入をお願いいたします♪

オメガセミナー in USA
アメリカ・カンザス州トピカの教会で終末論セミナーがスタートしました！

夏のスペシャルプレゼント
ベー・チェチョル/ ザ・シンガーII 愛のうた 【CD】を
先着20名様（配信メール10名様、郵送受け取り10名様）にプレゼントいたします！

アメリカの講演活動の様子
終末論を語る栄子・スティーブンス師

（左）栄子・スティーブンス師／（右）聖書朗読をするご主人ビル師

リバティメモリアルの上から
カンザスシティを望む（トピカ）

日本コロムビア
2018年07月18日発売

　￥3,055(税込)

果物、花、ハーブ、スパイス、発酵物、シロップを使ったスパークリングウォーター飲料（イスラエル）

(C) Israel 21C Photograph by Dan Perez

Summer 

Special!!


